
平成 29 年 予算審査特別委員会 

 

1 開 催 期 日   平成 29年 3月 9 日（木）   午前 10 時 00 分から午後 2時 35 分 

 

2 開 催 場 所      本庁舎 3階本会議場 

 

3 出 席 委 員   橋本委員長、板垣副委員 

野村委員、島崎委員、谷浦委員、稲田委員、永井委員、山本委員、 

藤田委員、大迫委員、木村委員、川崎委員、尾崎委員、鈴木委員、 

中川委員、田辺委員、鶴谷委員、小田島委員、坂本委員、滝 委員 

國枝委員 

 

4 欠 席 委 員   なし 

 

5 委員外議員   佐藤議長 

 

6 市側出席者 

総 務 部 長  浜 田  薫   保 健 福 祉 部 長  福 島 政 則 

経 済 部 長  藤 木 幹 久   水 道 部 長  藤 嶋 亮 典 

財 政 課 長  田 中 宏 明   税 務 課 長  米 川 鉄 也 

高齢者支援課長  三 上 勤 也   健 康 推 進 課 長  及 川 幸 紀 

保 険 年 金 課 長  渡 辺 広 樹   農 政 課 長  砂 金 和 英 

業 務 課 長  遠 藤  智   水 道 施 設 課 長  橋 本 洋 二 

下 水 道 課 長  藤 縄 憲 通   下水処理センター長  藤 本 正 志 

 

教 育 部 長  水 口  真   教 育 部 次 長  櫻 井 芳 信 

教 育 部 次 長  鹿 野 秀 一   学 校 教 育 課 長  櫻 井 洋 史 

社 会 教 育 課 長  吉 田 智 樹   文 化 課 長  丸 毛 直 樹 

エコミュージアムセンター長  小 島  晶   学校給食センター長  冨 田 英 禎 

 

財政・予算担当主査  佐 藤  亮   納 税 担 当 主 査  波 多 野 拓 也 

高齢者福祉担当主査  渡 邉 篤 広   高齢者相談担当主査  浜 山 か お り 

介護認定担当主査  大 坂 善 章   介護給付・保険料担当主査  荒 川  亨 

特定健診担当主査  影 久 真 美   国保給付・年金担当主査  奥 山 俊 明 

国保賦課担当主査  長 谷 川 桃 子   後期高齢者医療担当主査  松 原  勉 

庶 務 担 当 主 査  佐 々 木  保 彰   料 金 担 当 主 査  松 岡 則 行 
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管 理 担 当 主 査  橋 本 義 公   給 水 担 当 主 査  吉 岡  亮 

工 事 担 当 主 査  野 尻  敬   事 務 担 当 主 査  木 村 公 也 

管 理 担 当 主 査  藤 本  悟   処理施設担当主査  人 見 桂 史 

複合処理担当主査  鎌 田 憲 昭   施 設 担 当 主 査  森 田 寿 雄 

 

庶 務 担 当 主 査  花 田 秀 樹   施 設 担 当 主 査  高 橋 猛 博 

学校教育・小中一貫担当主査  河 合  一   教育支援担当主査  福 田 康 生 

社会教育担当主査  若 澤 路 子   体 育 担 当 主 査  斉 藤 洋 平 

文化振興・官吏担当主査  山 崎 博 夫   読書推進・管理担当主査  蛯 名 優 子 

エコミュージアム担当主査  三 橋  聡   エコミュージアム担当主査  畠  誠 

業 務 担 当 主 査  須 貝 初 穂 

 

学校教育課主事  竹 谷 智 史 

 

7 事 務 局    事務局次長  千葉めぐみ  書    記  阿部 千明 

   書 記  金田  周  書    記  永澤るみ子 

 

8 傍 聴 者    なし 

 

9 案   件    議案第 17 号 平成 29年度北広島市一般会計予算 

議案第 18号 平成 29 年度北広島市国民健康保険事業特別会計予算 

議案第 19号 平成 29 年度北広島市下水道事業特別会計予算 

議案第 20号 平成 29 年度北広島市霊園事業特別会計予算 

議案第 21号 平成 29 年度北広島市介護保険特別会計予算 

議案第 22号 平成 29 年度北広島市後期高齢者医療特別会計予算 

議案第 23号 平成 29 年度北広島市水道事業会計予算 

 

 

議事の経過 

 

橋本委員長 

 皆さん、おはようございます。 

ただいまから予算審査特別委員会を開きます。 

まず農政課長から発言を求められておりますので、これを許可いたします。 

砂金農政課長。 
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砂金農政課長 

 おはようございます。昨日、鳥獣被害の関係で捕獲数につきまして全体数を申し上げま

したが、農政課が取り組んでおります農業被害の駆除数に誤りがございましたので、改め

てお詫びを申し上げまして訂正いたしたいと思います。平成 27 年度のエゾシカの捕獲の実

数でありますけれども、農業被害に係る分につきましては 47 頭、うち罠では 18 頭、アラ

イグマにつきましては 0、キツネは 6 頭、鳥類が 557 羽でございます。平成 28 年度におき

ましては 75 頭、うち罠のものが 24 頭、アライグマが 0、キツネ 13 頭、鳥類 892 羽となっ

ております。訂正させていただきます。申し訳ございませんでした。 

 

橋本委員長 

 砂金農政課長から訂正ございましたので、よろしくお願いいたします。 

散会前に引き続き、一般会計予算の歳出の質疑を行います。 

それでは教育費の質疑を行います。ただし、教育費のうち教育総務費の幼稚園就園奨励

事業及び幼稚園就園準備支援事業は除きます。 

木村委員。 

 

木村委員 

 おはようございます。それでは 4点ほど質問させていただきます。167 ページ、附属資料

の 19ページ、学校教育団体活動支援事業に関して新年度は拡大になっていますが、その内

容についてお伺いします。 

169 ページ、附属資料 17 ページ、幼保小連携推進事業に関してですが、内容的には幼稚

園、保育園における教育、保育環境から小学校の学習、生活環境への円滑な接続を図る云々

とありますが、こちらは平成 28 年度から実施されておりますけれども、要するに小 1プロ

ブレムについての対策も含めてだと思うのですが、具体的にどのようなことをされてきた

のかお伺いします。 

189 ページ、附属資料の 18 ページ、心の教室相談事業に関して、これは平成 28 年度から

1人当たり 20時間程度相談時間を増加しているわけですけれども、さらに平成 29 年度に関

しては金額が増えているのですが、その理由についてお伺いします。 

それともう 1 つ、最後ですね。189 ページ、附属資料 22 ページ、不登校いじめ対策・教

育相談事業に関してですけれども、2015 年度の文部科学省の調査では小中学生の不登校が

過去最高になったということで、初めて高校生を上回ったという報道がありました。これ

は保護者が無理に登校させないというかそういう部分の傾向が強まったことによって、そ

の不登校の生徒が増加したことが報道であったのですが、それで低年齢化も進んでいると

いうことで、当市の実態をお伺いしたいと思います。 
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橋本委員長 

 花田庶務担当主査。 

 

花田庶務担当主査 

 1 点目の学校教育団体活動支援事業の拡大分につきましては、北広島市教育研究会に係る

補助金でございまして、特別支援学習合同宿泊学習に掛かる旅費の増額と次期学習指導要

領に基づくアクティブラーニングの導入やプログラミング教育の必修化に伴う教職員の研

修費、後援会費を計上して拡大となっております。 

 

橋本委員長 

 鹿野教育部次長。 

 

鹿野教育部次長 

 幼保小連携推進事業につきましては、北広島市幼児教育連携アクションプランというも

のを策定しておりまして、その中で保育園、幼稚園の研修ですとか、幼保と小学校が一緒

になった子育てに関する研修、また小学校の先生が幼稚園、保育園の学習状況を見学、参

観したり、保育所、幼稚園の先生が逆に小学校の授業を参観したりすることでそれぞれの

教育活動の円滑な連携を進めているといるところであります。また新入学児童、新 1 年生

になる幼児につきましては、幼保と小学校の先生方での十分な引き継ぎをして、それぞれ

の個に合った教育活動を推進していく、そのような形で進めているところであります。以

上であります。 

 

橋本委員長 

 櫻井学校教育課長。 

 

櫻井学校教育課長 

 心の教室相談員の関係でございますけれども、新年度予算の部分で相談時間の増は図っ

ておりません。予算額が増えておりますのは、これまで心の教室相談員としてお願いして

いた方々には通勤手当相当額を支払えなかった状況にございました。それを費用弁償とい

う形で皆さんが通勤していただく部分についてお支払いすることを新たに盛り込んだとこ

ろで、予算額が増加しているところでございます。 

続きまして不登校の部分でございますけれども、不登校児童生徒の数の推移につきまし

ては平成 26 年度で 44 人、平成 27 年度 42 人、平成 28 年度は 53 人となってございます。

これは国の定める基準ではなくて市独自で定めております、その月の欠席の合計が 10 日以

上ある児童生徒の数ということで、国の基準よりも厳しい基準で見たときの不登校児童生

徒の数ということでこういった数でございます。 



H29.3.9【平成 29年度 予算審査特別委員会】 

5 

 

橋本委員長 

 木村委員。 

 

木村委員 

 ありがとうございました。何点か再質問させていただきます。幼保小連携推進事業に関

してですけれども、先生達の研修とかで、実際に子ども達がどうのこうのという具体的な

動きはないということでよろしいのかお伺いします。それでその中で、特に新 1 年生に関

しては個人的に色々引き継ぎをしながら、状況を確認しながらやっているということです

が、一応これは 28年度から始めたばかりなので、新年度できっと色々小 1の段階になった

ときにどうなるかというのが具体的に状況が生まれてくると思うのですが、それに関して

はその後も要するに今の幼稚園とか通っている子が小 1 になったときのその後の色々成果

と言ったら変ですけれども、アクションプランに基づいた、策定に基づいた状況がどうな

るかというのも、その後も確認するのかどうかお伺いします。 

それと心の教室相談事業に関してですが、この相談件数は増えているのかどうかお伺い

します。 

それと不登校いじめ対策に関してですけれども、現在こどもサポートセンターで適応教

室とかこどもサポートセンターの臨床心理士の方が色々保護者の相談とかを受けていると

思うのですが、先日、臨床心理士の方の相談件数、今のところ平成 28 年 12 月現在で 271

件だったのですが、それでここ数年ですね、横ばいなのか増えているのか減っているのか

お伺いします。 

 

橋本委員長 

 鹿野教育部次長。 

 

鹿野教育部次長 

 幼保小連携の関係でお答えいたします。まず幼稚園では小学校入学前の幼児に対してア

プローチカリキュラムという形で、例えば昼寝の時間を少しずつ減らしていって 1 日お昼

寝等をしないで園で生活をさせるとか、徐々に小学校の学習に慣れるようなカリキュラム

を組んで実施しております。また小学校ではスタートカリキュラムといいまして、幼稚園

や保育園では遊びの中から学ぶ機会が多いと思うのですが、そういった学びも取り入れな

がら徐々に教科指導に入っていく、そういうようなプログラムを用いまして連携を図って

います。またこの幼保小の連携につきましては、当然検証しながらさらに充実した形にな

るよう改善を加えて進めていくことを考えております。 

 

橋本委員長 

 櫻井学校教育課長。 



H29.3.9【平成 29年度 予算審査特別委員会】 

6 

 

櫻井学校教育課長 

 まず心の教室相談員の相談件数でございますけれども、平成 26 年度が小学校で 68 件、

中学校 157 件の計 225 件、平成 27年度が小学校 105 件、中学校 182 件の計 287 件、今年度

がまだ 1 月末現在の数字でございますけれども、小学校で 66 件、中学校で 184 件、計 250

件ということで概ね横ばいといいますか、さほど大きな増減は見られない状況にございま

す。 

続きましてこどもサポートセンター臨床心理士の相談件数でございますけれども、トー

タルで平成 26年が 436 件、平成 27年が 387 件、平成 28年、これも 1月末現在で 299 件で

ございます。相談員の勤務の実態は、週 1 回から 2 回程度、教育委員会に来て相談を受け

ているのですが、概ね空き時間がなくびっしり相談している状況にございますので、ほぼ 1

人で受ける相談としては限界の数なのかなと感じているところでございます。 

 

橋本委員長 

 木村委員。 

 

木村委員 

 ありがとうございました。最後のこどもサポートセンターの臨床心理士の関係ですけれ

ども、実際に相談形態別件数もお伺いしましたらそれぞれ面談とか電話とか訪問もされて

いるということで、今も櫻井学校教育課長からお話がありましたけれども限界にきている

ということなのですが、この臨床心理士の方は今 1 名でやっているのですが、今後限界を

超えても困るので、増やしていく可能性はあるのかどうかお伺いします。 

 

橋本委員長 

 櫻井学校教育課長。 

 

櫻井学校教育課長 

 今来ていただいている臨床心理士の方は北広島市だけではなくて札幌市のスクールカウ

ンセラーを兼務するという状況の中勤務をしていただいております。現在きていただいて

いる臨床心理士の方は元教員で北広島市内にも勤めた経験があり、非常に市内の状況に精

通している方です。しかも長い期間勤務していただいておりますので、的確な判断により

相談を受けていただいている状況にございます。そういった適任の方の確保が難しいとこ

ろではあるのですが、たしかに今現在相談件数が、また相談件数だけではなくて 1 件当た

りの時間もなかなか複雑な案件があり時間も伸びているという状況もありますので、例え

ば勤務日の増なども含めて検討してまいりたいと考えてございます。 
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橋本委員長 

 ほかにございませんか。 

田辺委員。 

 

田辺委員 

 おはようございます。簡潔に質問していきます。予算書の 169 ページですけれども、特

別支援教育推進事業ですね。これは中学校に支援員の配置を拡大とありますけれども、今

回で全部の中学校、必要なところに配置がされたのかどうかお伺いします。 

同じく 169 ページの学校図書館活用事業についてです。中学校に 2 校に 1 名という形で

司書を配置したことで図書館の報告を見ますと貸出冊数ですね、2015 年度の報告になりま

すけれども中学校で 1 人当たりの貸出数 5.5 冊から 9.2 冊ということで、増えているのは

すごく効果が出ていることなのかなと察するのですが、今後の司書の増員体制については

どのようになっているのか、お伺いします。 

ページ数がちょっとわからないのですがレクリエーションの森について、市長の予算の

概要のところでこれからの整備について検討されていくと書かれていたのですが、今年度

どのようになっていくのかお伺いします。 

それから 181 ページの青少年芸術文化大会出場支援事業ですね。こちらは前から是非、

学校の中学校高校ではなく、スポーツだけではなくて文化の方にもということをお話させ

ていただいていたのですが、今回この対象となるのは、年齢や団体の種類はどのようにな

っていくのかお伺いします。 

それから最後、193 ページの学校給食衛生管理事業ですが、この中に給食食器及び機器の

更新整備と書かれているのですが、こちらはどういう内容なのかお伺いします。 

 

橋本委員長 

 櫻井学校教育課長。 

 

櫻井学校教育課長 

 田辺委員の質問にお答え申し上げます。特別支援教育支援員、中学校への拡大の部分で

ございますけれども、中学校 6 校についてはこれで配置が完了になります。ただ西の里中

学校の陽香分校がまだ未配置ということには現状ではなります。ただ陽香分校については

児童生徒数が少ないという部分、それと北海道の予算で教員も児童生徒支援加配措置をし

ていただいているという部分もございまして、こちらについては児童生徒数の今後の状況

も見ながら、配置については考えてまいりたいと考えてございます。 

 

橋本委員長 

 丸毛文化課長。 
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丸毛文化課長 

 私から 2 点答弁させていただきます。まず学校司書でございますが、田辺委員からご指

摘のとおり、今、徐々にではありますけれども成果が出てきているところでございます。

今後につきましても引き続きこの成果を検証して、どのような状況で配置すべきなのかと

いう点も含めて検討してまいりたいと考えているところでございます。 

次に、青少年芸術文化大会出場支援事業につきましては、対象ということでございまし

たけれども、市内に住所を有する小学生、中学生、高校生、それに準ずる方も含めてとい

うことになりますけれども、また対象者が未成年ということもございますので、指導者の

方も含めて対象ということで、この事業を今構築しているところでございます。 

 

橋本委員長 

 吉田社会教育課長。 

 

吉田社会教育課長 

 レクリエーションの森の今後についてということでのご質問にお答えいたします。現在

レクリエーションの森は約 1万 1千人の利用があるところでございます。昨年度は 21 基あ

るアスレチックの修繕を行いまして、全て使えるような状況にしているところでございま

す。今後につきましても雪解け後にまたアスレチックの点検を通しながら安全・安心で使

えるようなアスレチックの修繕を行ってまいりたいと思っていますし、今後レクリエーシ

ョンの森がしっかりと市民それから市民以外の方にも使われるように情報提供もしつつ、

利用増に向け取り組んでまいりたいと思っております。 

 

橋本委員長 

 冨田学校給食センター長。 

 

冨田学校給食センター長 

 私から学校給食衛生管理事業につきましてご答弁申し上げます。まず食器等につきまし

てですけれども、食缶食器等の経年劣化等による破損、あるいは計画等に伴う更新の部分

を計上しているところでございます。また大型の調理器具につきましては、来年度につき

ましては中学校のフードスライサーの更新を予定しているところでございます。 

 

橋本委員長 

 田辺委員。 

 

田辺委員 

 特別支援教育支援の方はこれで全部の中学校に、陽香分校は置いといて、全部配置され



H29.3.9【平成 29年度 予算審査特別委員会】 

9 

 

たということですけれども、これで中学校に配置されて小学校にも全部配置されていると

いうことですけれども、今後これで十分と考えていらっしゃるのかということと、先ほど

木村委員の質問の中にもあったのですが、相談事業も色々と複雑になってきているという

ところで、先ほど臨床心理士の相談が結構ぱんぱんというお話を聞いたのですが、スクー

ルソーシャルワーカーは市内に 2 名ほどいらっしゃると思うのですが、こちらとの連携は

どのようになっているのか。やはり相談が複雑になってくるとソーシャルワークの専門家

というんですか、臨床心理士の方もそうですけれども、そういう社会福祉士であるとか臨

床の経験の、精神の方の臨床の経験のある方とかそういう方の必要性というのが出てくる

のではないかと思うのですが、そのソーシャルワーカーの活用というのはどうなっている

のかお伺いします。 

それから学校図書館についてですけれども、きっと色々な委員からも、是非、小中学校

の司書の配置というのは希望が出ているかと思うのですが、やはり司書がいることで本へ

の興味はもちろんなのですが調べ学習というレファレンス機能ですね、そちらの効果とい

うのがすごく大きいと思うのですが、今後ここのところを是非強化していただきたいと思

うのですが、考え方をお願いします。 

それからレクリエーションの森なのですが、アスレチックは整備されたということです

けれども、今後、木材なのでいずれは次々と劣化してくるかと思うのですけれども、最低

限のアスレチック用品はある程度必要だと思うのですが、もっとあそこの自然をそのまま

利用するような、冒険遊び場みたいなそういう形で使っていくことは考えられないのか、

お伺いします。 

それから学校給食のことですけれども、壊れたものを補充していくという形だとお聞き

したのですが、以前から小学校の食器を強化磁器に是非したらどうでしょうかというお話

をしているのですが、もう今、北海道内の小学校は 44.9％が強化磁器になっていますよね。

やはりメラミンとかポリプロピレンというのは環境ホルモンの心配とかもあると思います。

何よりプラスチックよりも磁器のお皿の方が食事も美味しく食べられると思うのですけれ

ども、この辺ですね、以前は重たいとか色々あったのですが軽量のものも出てきていると

思います。洗うときの、全部一緒くたに取り替えないと駄目というお話もあったのですけ

れども、もうそろそろ強化磁器に転換していくお考えはないのかお伺いします。 

 

橋本委員長 

 櫻井学校教育課長。 

 

櫻井学校教育課長 

 支援員の関係でございますけれども、今現在、全小学校に各 2 名ずつ、中学校に来年度

で各 1 名ずつということで配置は完了いたします。先ほど申し上げました陽香分校につき

ましては児童生徒数が時期によって大きく上下いたします。少ないときには 10名程度、多
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くなれば 30 名程度ということで年間の中で大きく上下するのですが、そういった体制の中

で現在正規の教員が配置されて指導しておりますので、今回の中学校への完全配置という

ことで、支援員については当面このままの形で進めさせていただきたいと考えております。 

スクールソーシャルワーカーの関係でございますけれども、本市の相談員も含めまして、

保健福祉部の児童家庭課の家庭児童相談員ですとか、それから児童相談所、こういったと

ころと連携をしながら、問題があるような場合についてはケース会議等にも必ず参加をし、

対応方法について学校と繋ぐという立場の部分で参加をしているところであります。当然

臨床心理士 1 人に全てを任せるということではなくて、こういったうちに今現在配置して

おりますスクールソーシャルワーカーですとかスクールカウンセラー、心の教室相談員、

こういった方々と全て連携を取りながら問題の解決に向けていければいいなと考えており

ます。 

 

橋本委員長 

 丸毛文化課長。 

 

丸毛文化課長 

 田辺委員から今ご指摘いただいたとおり、たしかに専門職を置くことにおいてレファレ

ンス機能が向上するということもございます。また今学校におきましても事業等で図書室

を活用すること、また先生との連携によって資料を揃えるといった機能などもかなり必要

性が出てきている状況がございます。そのことを踏まえて引き続き検証させていただいて、

今後について検討させていただきたいと思います。 

 

橋本委員長 

 吉田社会教育課長。 

 

吉田社会教育課長 

 レクリエーションの森についての再答弁をさせていただきます。委員からお話がありま

したとおり、レクリエーションの森のコース表示ですとかアスレチック等々につきまして

は、森の中にあるということを前提に木を使って景観に配慮しているところであります。

雰囲気を作りながらやっております。当然、木ですので年数を経て古くなってくることも

重々理解はしているのですが、冒険広場的な遊び場の各地での取り組みにつきまして、今

後、調査研究していくと共に、林野庁から借り受けしている施設ですので、林野庁等との

協議も必要になってくるかとも思います。いずれにしましても森の中で遊べるような空間、

安全、安心で使えるような遊具、施設等について、今後もしっかりと点検をしながら活用

について調査研究してまいりたいと思います。 

 



H29.3.9【平成 29年度 予算審査特別委員会】 

11 

 

橋本委員長 

 冨田学校給食センター長。 

 

冨田学校給食センター長 

 食器の更新についてでございますが、現状といたしましては、お子さんの重さ等の負担

もございますし全体的に更新の年次もございますので、また食器の種類を変えるとなりま

すと食器だけではなくて施設設備、洗浄の方にも影響が出てまいりますので、当面は現状

のままで行かせていただければと思います。また今現在使っている食器につきましては、

ペン樹脂というものをメインで使っており、一応環境に影響等はないということで報告を

受けております。 

 

橋本委員長 

 水口教育部長。 

 

水口教育部長 

 学校図書の関係でございます。図書館につきましては平成 29年度、任期付きで図書館長

の配置を予定しているところでございます。その中で今後の図書館のあり方についても検

討していただく、さらには学校図書につきましても図書司書の配置の関係、検証等あるい

は学校図書の資料の充実ということも併せて検討していくこととしております。また併せ

てなのですが、図書館の充実ということで非常勤職員の司書職を 1 名配置、これを予定し

ているところでございます。 

またレクの森ですけれども、これにつきましては将来計画等、企画財政部と連携しなが

ら計画してまいりたいと考えております。 

 

橋本委員長 

 田辺委員。 

 

田辺委員 

 水口教育部長のお話を聞いて、レクリエーションの森ですけれども、今やはりすごい幼

児のときからの自然保育というのが将来に向けて自己肯定感を高めることになるとか、そ

ういう効果というのがすごく言われてきていると思うんですよね。レクの森はすごくうち

のまちにとっては本当に自然がそのまま残っていて、なおかつ安全に遊べる貴重な場所だ

と思いますので、あまり整備するのではなくて自然のまま、林野庁との関係もあるという

ことでしたけれども、山をお尻で滑り降りるとかロープを使って渡るとか、そういう自然

な遊びができる場所として是非整備ではなくてそのまま残すような形のそういう遊び場に

是非検討していただけたらいいのではないかと思いますので、よろしくお願いします。 
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図書館の方についてももう大体整備、学校と市立図書館との連携とかそういうのはでき

てきているということなので、次はやはり人だと思います。司書だと思うので、司書の配

置を是非全小中学校に配置できるように、時間は掛かるかもしれませんけれども是非検討

していただきたいと思います。 

最後に学校給食の食器についてですが、今のところこのままいくということですけれど

も、将来的には施設の更新も考えられてくると思うのですけれども、江別市では学校給食

食器検討委員会というのがあって、保護者の声を聞いて、食器のことを色々検討されてい

る場所があると聞きました。子ども達にとっても安全で、やはり美味しく食べられる食器

はいいと思いますので、重さとかそういうのは 2 つに分けるとか色々考えられることがあ

ると思います。是非、北海道でもほとんどが、ほとんどというか半分が磁器を使っている

ということですので、他の学校にできてうちにでできないことはないと思いますので、こ

ちらも是非前向きに検討してください。要望で終わります。 

 

橋本委員長 

 ほかにございませんか。 

板垣委員。 

 

板垣委員 

 それでは 2点ほどお伺いいたします。まず学校給食についてですけれども、195 ページで

すか。これについては利用者負担につきまして歳入の方で質問をいたしましたが、そのと

きにこの利用者負担が、歳入の方で、小学校給食費が例えば 1 億 4,650 万円ですか、中学

校で 9,870 万円というようなことについては、今までのこういう経過からすると少なくな

っているけれども、これはそのときの答弁としては、児童生徒が少なくなったからだとい

うようなことだったと思いますが、学校給食運営委員会のときは、おそらく利用者負担額

のこの収入の方では要保護、準要保護の児童生徒分までそれは入っていたと思うんですよ

ね。今回はこの市の公会計化になりましたら、その分については入らなくなるわけですか

らと思うのですが、この利用者負担の収入の方にですね、そうではないのでしょうか。ち

ょっとお伺いをいたします。 

それから外国語指導助手についてお伺いいたします。附属資料 17ページにありますけれ

ども、この外国語の指導助手については現在何人いらっしゃるのか。大体助手の方の平均

年齢はどのくらいなのか、そして給与がどのくらいなのか、お伺いいたします。 

 

橋本委員長 

 冨田学校給食センター長。 
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冨田学校給食センター長 

 学校給食費につきましてお答え申し上げます。就学援助の方につきましては一旦就学援

助で歳出で出したものを歳入で受け直して、その分を学校給食の食材費に充当するという

流れになります。 

 

橋本委員長 

 櫻井学校教育課長。 

 

櫻井学校教育課長 

 外国語指導助手は現在市内に 4名おります。平均年齢に関しては 1名が 40 代、残りは 30

代ということで、平均年齢とすると大体 35、6 歳になるものと思っております。この 4 名

につきましては、1名がいわゆるＪＥＴと呼ばれる自治体国際化協会の方を通して雇用して

いる人材、それと残り 3 名については自治体国際化協会を通さないで本市の非常勤職員と

して任用している職員となります。年収につきましては、ＪＥＴとそれ以外の非常勤職員

と金額が少し違ってくるのですが、ＪＥＴは年収で大体 400 万円程度、ＪＥＴ以外につい

ては 300 万円程度となっております。 

 

橋本委員長 

 板垣委員。 

 

板垣委員 

 指導助手の増員ですけれども、授業が小学校中学校とも多くなるということで増員が予

定されていたと思うのですが、事務事業評価では、平成 29 年ですか、4 名から 6 名に増員

するという予定が、どうもこの予算書ではそのようになっていないのは何故なのか。それ

から非常に給与、待遇があまりよろしくないのではないかなと思います。直接雇用の方は

300 万円ということですかね。月額で 30 万円程度なのでしょうか。40 歳あるいは 30 歳代

ということで、中には独身でなくて家族を持たれている方もいらっしゃるかと思うのです

が、そういう方が非常勤職員、公務員という形で兼職もできないような状態で、こういう

ような処遇というのは非常に厳しいのではないかなと思いますが、給与改定の見通しを持

っていらっしゃらないのかお伺いいたします。それから雇用の規則についてどのようにな

っているのかお伺いいたします。 

 

橋本委員長 

 櫻井学校教育課長。 
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櫻井学校教育課長 

 外国語指導助手の増員についてでございますが、平成 32 年に学習指導要領の改訂がござ

います。32年からは小学校 3、4年生の外国語活動が導入され、新たに週 1時間授業が多く

なる形になります。それと 5、6年生は今現在、外国語活動ということで週 1時間の時数が

あるのですが、平成 32年度から教科化された外国語が週 2時間、倍になる形で時数が増え

ます。今現在も外国語指導助手は、特に小学校で小さなうちからネイティブの言葉に慣れ

ていくという意味合いが非常に重要だということで、小学校の授業にはほぼ全て外国語指

導助手が入る形で今現在も授業を行っているところです。そういったことを考えますと、

平成 32 年に合わせて外国語指導助手の増員は必要になってくると考えております。ただ、

今現在の非常勤職員という形ですと人材の確保ができるのかという部分がございまして、

昨年の 4 月に札幌市の報道が随分あったかと思いますけれども、大都市では今現在委託で

やっているところが非常に多くなってきており、札幌市でそういった問題があったという

ことも受けまして、委託という形で進んでいいのかどうかというところの検証も含めて、

来年度につきましては当初予算では計上しなかったところであります。最終的には平成 32

年までの間に増員は必要と考えているところです。それと給与の関係ですが、先ほど申し

上げました自治体国際化協会を通して雇用しているＡＬＴは、これは全国一律自治体国際

化協会が報酬月額、待遇について全て契約で定めておりますところから、単独で待遇の改

善というのはできないと考えております。本市で独自に雇用している非常勤職員は、市の

非常勤職員というところで、これも市全体の非常勤職員の規定に基づいた報酬としており

ます。ただし、例えば当然外国から来ておりますので自宅等はもちろんございませんから、

うちの教職員住宅に入っていただくなど生活の部分で優遇している部分があることから、

今現在のところその待遇の改善は考えていないところであります。規則の件につきまして

は、市で外国語指導助手の雇用に関する雇用条件等、勤務条件等を含めた規則を作って運

用しているところでございます。 

 

橋本委員長 

 板垣委員。 

 

板垣委員     

 まず、本当に処遇改善をしていただきたいのですが、学校から学校に移動するときの交

通費などは然るべく支払われているのでしょうか。お伺いします。その規則ですけれども、

私が手にしている規則は第 1 条では北広島市において勤務条件を定めることを目的とする

というような形になっているのですけれども、もうその後は全然、市の規則になっていな

いのではないかと思いますね。第 7 条に免職規定などがあるのですが、第 7 条では県は、

参加者に次の各号の該当する事由が生じた場合には免職すること。北海道ではなく県です

よ、県。こういうような規則が未だ北広島市で通用していると言ったら非常に驚くのです
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が、ましてや、こういう就業規則は労働法制できちんと雇用者に渡されていなければなり

ませんよね。英語なりで作られて、そういう規則が労働法制に則った形で雇用者に渡って

いるのか、その辺お伺いたしますし、是非これは今言ったようなのが実態ですから、これ

を早急に変えていただだきたいのですが、その辺の見解をお伺いします。 

 

橋本委員長 

 櫻井学校教育課長。 

 

櫻井学校教育課長 

 まず交通費の部分ですけれども、交通費は自宅からその日によって行く学校が違います

ので、市の旅費規程に従った金額をお支払いしているところです。先ほどの就業規則の部

分ですけれども、就業規則は、先ほど申し上げました自治体国際化協会の方で全国一律で

作っている就業規則があり、それを本人に交付をしております。それと先ほどの規則の関

係ですけれども、板垣委員がおっしゃったとおり、先ほどの自治体国際化協会の方から示

されたものをそのまま市の規則として持ってきている部分がございまして、中身について

は早急に見直しをさせていただきたいと考えております。 

 

橋本委員長 

 稲田委員。 

 

稲田委員 

 お伺いいたします。予算書 185 ページ、附属資料は 26 ページです。芸術文化ホール運営

委員会連携事業についてお伺いします。平成 28 年から 29 年度にかけて 1 万円の減額が出

ていますけれどもその内容、それからこの予算の推移などをお聞かせください。 

続きまして管理費ですね。管理費で花ホールを借りるときに色々と手続きがございます。

芸術文化ホール使用ガイドというものがございますけれども、その手続きの件です。予約

は 1 年前ということで、そして申請した順、早く申請しても 2 名以上いる場合には到着順

にかかわらず抽選とありますけれども、これの例外と特例というのはあるのかどうかとい

うこと、それから花ホールのギャラリーですけれども、ギャラリーの暖房はどうなってい

るのか、それからこの芸術文化ホール使用ガイドにありますけれども、先日道都大学の卒

業制作展がありましたけれども、そのときには場所代というか会場費はいただいているの

かどうかということをお聞きしたいのと、それから使用する際にこの使用ガイドにはごみ

は持ち帰るようにと書かれておりますけれどもそれはどうなったのか、この点お伺いいた

します。 
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橋本委員長 

 丸毛文化課長。 

 

丸毛文化課長 

 まず使用ガイドの件、受付の内容ではございますけれども、例外はあるのかということ

でございますけれども、基本的には市民団体の皆さんからこちらに申請をいただく部分に

関しましては、現状では毎月月初めの閉館日の 9時 10分までに来ていただいている方には

整理券をお渡しいたしまして、その中で公平に受付させていただいているところでござい

ます。基本的に例外等は設けておりません。ギャラリーの暖房でございますけれども、ギ

ャラリーの特性から、どうしても部屋を密室空間にするわけにはいきませんので開け放つ

という状況がございます。暖房は、案内をする方ですとか受付をされる方に補助暖房ある

いは毛布等をこちらで用意させていただいて、防寒対策をしていただいているところです。

また道都大学からは市内の学校ということですので有料でいただいているところでござい

ます。ごみにつきましては基本的に持ち帰りでございますので、皆様にはお持ち帰りいた

だいております。 

もう 1点ですが、1万円の減額ですけれども、主に郵便料が減額になっているところでご

ざいます。 

 

橋本委員長 

 稲田委員。 

 

稲田委員 

 運営委員会が連携している事業は年に何回あって、その集客率をお伺いいたします。 

 

橋本委員長 

 暫時休憩いたします。 

 

休 憩  午前 10時 48 分 

再 開  午前 10時 48 分 

 

橋本委員長 

 休憩を解き、再開いたします。 

丸毛文化課長。 

 

丸毛文化課長 

 運営委員会の事業についてお答えします。運営委員会の事業は、色々なジャンルに分か
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れておりまして、舞台芸術鑑賞事業は 28 年度、6 事業、親子観賞事業が 1 事業、その他、

地域と連携して行っておりますデリバリー事業が 3事業、映画観賞事業、ギャラリー事業、

学習機会提供事業は昨年は 3 事業です。また、芸術体験事業ということで学校と連携した

事業、若手芸術家の育成事業として春の音楽会、その他に月 1 回行っておりますロビーコ

ンサートです。その他連携事業として道都大学と連携したポスターコンペ、市民団体によ

るきたひろ笑劇場です。28 年度は概ねホールで行った鑑賞事業は 400 名を超えるような事

業が多く、また満席になるような事業もありまして、大変ご好評をいただいていたという

ことで運営委員会から報告は受けているところです。 

 

橋本委員長 

 稲田委員。 

 

稲田委員 

 400 名を超えるという事業は本当に大変素晴らしい事業だと思います。それで市民の皆さ

んからお声があるのは、予算がだんだんだんだん少なくなってその事業が縮小されている

のではないか、花ホールの。例えば宇崎竜童さんもありましたし、今、落語がありますよ

ね。他の市町村からも集客できる大きな催し物をもう少しやっていただきたいということ

で、花ホールはまず安いということ、会場費、チケットが安いということと近いというこ

とで、本当に大変ありがたく思っているので、その予算を拡大して是非事業をやっていた

だきたいという声が聞こえておりますが、検討していただけないでしょうか。 

 

橋本委員長 

 丸毛文化課長。 

 

丸毛文化課長 

 高い評価をいただきましてありがとうございます。引き続き予算につきましては運営委

員会の皆様からの要望に基づいて現状で確保していくような形で進めさせていただきたい

と思います。また市民の皆さんあるいは色々な方々からのアンケートの内容に基づき、市

民の皆さんにより親しんでいただけるような、芸術文化を楽しんでいただけるようなもの

を、また地域の皆さんが出演するような場面も意図的に、こちらの方からもお願いするよ

うな形で進めたいと考えています。 

 

橋本委員長 

 水口教育部長。 

 

 



H29.3.9【平成 29年度 予算審査特別委員会】 

18 

 

水口教育部長 

 文化ホール自体の規模もありますし、最初のコンセプト、市民の皆様に使っていただき

たいという部分もありますことから、芸術文化ホールの事業については将来的なことも含

めて、今後あり方というものを市民の皆様からたくさん声を聞く時期と考えていますので、

運営委員会のあり方、文化ホール等施設のあり方、そういうものを検討していきたいと考

えております。 

 

橋本委員長 

 ほかにございませんか。 

小田島委員。 

 

小田島委員 

 私からは 2 点ご質問させていただきたいと思います。予算書 165 ページ、附属資料では

19 ページになりますけれども、コミュニティスクール事業でございます。説明によります

と西部中学校においてこの事業を行っているということでございますけれども、これは学

校運営協議会というのを設置されて、それで認定というのでしょうか、それを受けるとこ

ろでこの事業が推進されると思っているのですけれども、この事業内容といいますか、ど

の程度の活動を行ってきているのか、実施メニューとか参加希望、それは学校、地域も含

めてですけれども、回数だとかですね、その辺の現況をお聞かせいただきたいと思います。 

それから 2 点目でございますけれども、予算書 173 ページと 177 ページに共通しますけ

れども、資料では 21 ページにあります。児童生徒の通学費支援事業でございます。これ遠

隔の児童生徒を今、保護者が自家用車を使って学校まで送迎しているという、それに対す

る一部補助と理解しているのですけれども、現状どのくらいの人数がいらっしゃって、最

短の、学校までの保護者が行っている距離と、最長の、一番遠いところの距離がどのくら

いあって、この生徒たちが今後どのようにいつくらいまで、少子化ですからずっと続かな

いのかもしれませんけれども、いつくらいまでそれが続く予定なのか。それともう 1 つは

本来論になりますけれども、やはり学校に、義務教育を受けさせるというのは、他の市町

村ではほとんどスクールバスとかスクールタクシーとかそういう形で行ってきております

けれども、僕はあまりにもこの保護者負担に頼り過ぎているのではないだろうかと思うの

です。その辺の負担を軽減する、例えば共働きであったら本当に朝の送り迎えも大変厳し

い状況あると思うのですが、そこら辺の対応、考え方についてもお聞きしたいと思います。

以上 2点、よろしくお願いします。 

 

橋本委員長 

 河合学校教育・小中一貫担当主査。 
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河合学校教育・小中一貫担当主査 

 西部小中学校のコミュニティスクールについてですが、コミュニティスクールは、地方

教育行政の組織及び運営に関する法律に基づき、教育委員会が各小中学校ごとに指定を行

うことによって協議会を設置することになっています。学校運営協議会の主な事業内容と

して挙げられるのは、学校運営協議会が置かれた学校の学校運営に関する基本方針の承認

という機能がありまして、その他学校運営に伴って教育委員会や校長先生に対して意見を

申し出ること、教員の採用、その他教職員の任用についても意見を述べるといったことを

機能として持っているところです。それと具体的な取り組みについては、西部小学校と中

学校が合同で西部ＣＳ委員会というものを組織し、そのＣＳ委員会の活動として、先ほど

のような事業に取り組んでいます。活動回数は年 4回開催しています。 

 

橋本委員長 

 櫻井学校教育課長。 

 

櫻井学校教育課長 

 通学費の関係ですが、人数は平成 28年度、今年度は小学生ではバスで通っている子ども

に対する定期券の半額補助が 135 名、自家用車の部分では 19 名。中学生はバス 5名、自家

用車が 12名という状況になっています。小学生のバスはほぼ全員が虹ヶ丘地区から西の里

小学校まで通っている児童。それと中学生のバスは新富町の生徒がほぼ冬期のみですが、

東部中学校に通っている部分でバスを使っております。それ以外の自家用車の部分につい

てはバスといった公共交通がない地区、例えば南の里から東部中学校ですとか、種苗管理

センターから大曲東小学校、大曲中学校といった公共交通機関がない地区にお住まいで、

児童は 2ｋｍ以上、生徒は 3ｋｍ以上の遠距離通学をしている者に対して、定額を支給して

いるところです。最短は 2ｋｍ、3ｋｍというところになるかと思うのですが、最長の部分

は区域外で事情があって就学をしているお子さん、例えば大曲地区であれば大曲小中学校

に通うのが原則ですけれども、事情があって区域外で、例えば東部中学校に通っていると

いう児童・生徒に対してもこの制度は適用させていますので、最長の距離については把握

をしていないところです。先ほど小田島委員からお話がありました保護者負担というお話

ですが、たしかに朝の忙しい時間に子どもを学校まで送って行って、帰りは子どもの時間

に合わせて迎えに行くということになると負担は相当量あるものと認識しています。ただ

先ほど申し上げた自家用車の利用人数、また方がばらばらであるということも含めて、一

律の部分でのスクールバスの運行というのはコストの関係も含めて難しいものと考えてい

ます。そういった何らかの補助については、現状を調査しながら必要性について今後調査

してまいりたいと考えています。 
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橋本委員長 

 小田島委員。 

 

小田島委員 

 1 点目のコミュニティスクールの関係でございますけれども、認定をされてという言い方

をされたと思うのですが、やはり今、小中一貫教育的なものを進めていく中では、これが

西部の小中学校をモデルとしたならば、これは将来的にこの全市的にそういった部分で拡

大をしていく、そういった方向でのその事業なのか、そこら辺の考え方をお伺いしたいな

と思うんですね。やはり子どもや学校が抱える課題の解決というのは学校だけでも済まな

いし、やはり家庭の、親のかかわりも出てくるし、そして一番大きいのは見守りも含めて

地域の人達のかかわりだと思いますので、これはそういう意味では認定校というのか指定

校というのも計画的に進めて行うべきではないのかと思いまして、そこら辺の考え方を再

度お伺いしたいと思います。 

それから通学費の支援ですけれども、一部というとこら辺でございますけれども、どの

くらいの金額、一番遠いところと言ったらおかしいですけれども最大、基準があるとも思

うのですが、基準の範囲を再度確認させていただきたいと思います。よろしくお願いしま

す。 

 

橋本委員長 

 河合学校教育・小中一貫担当主査。 

 

河合学校教育・小中一貫担当主査 

 コミュニティスクールは、現行の地方教育行政の組織及び運営に関する法律の中では教

育委員会の指定に基づいて設置するという規定です。なお、中教審の答申では、今後全国

的に全ての公立小中学校にコミュニティスクールを拡大していこうという方針が示されて

おり、この度このような中教審答申も踏まえ、4月1日から同法が改正を予定されています。

内容については、これまで教育委員会が指定をして初めて設置ができた学校運営協議会が、

以降、教育委員会の設置の努力義務規定に変わるという内容です。これを受け、今後、ま

だコミュニティスクールを設置していない市町村ではこれからどんどん導入する動きが加

速化していくものと思われます。本市では西部小中学校が指定を受けてから丸 4 年経つの

ですが、これまでの成果と検証を踏まえながら、他の中学校区への拡大という部分でも当

然検証していかなければならないと考えています。平成 30 年度の全市一斉小中一貫教育の

導入に向け、小中一貫教育とコミュニティスクールは子ども達の健やかな学びを支える取

り組みとして両輪の関係であると教育委員会としても捉えていますので、小中一貫教育を

進める中で並行してコミュニティスクールの拡大に向けた取り組みも考えていかなければ

いけないと認識しています。 
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橋本委員長 

 櫻井学校教育課長。 

 

櫻井学校教育課長 

 自家用車についての基準金額ですが、2ｋｍ以上 3ｋｍ未満の距離を通学する児童、小学

生に対しては 1千円、3ｋｍ以上の場合は月 1,400 円ということで、通学する日数も加味し

て、一律の基準としています。たしかに小田島委員がおっしゃったとおり、距離が遠くな

った場合、実態に合っていないという部分があろうかと思いますので、今現在の子ども達

の通学距離等も今後調査しながら、この基準額の見直しについては研究したいと考えてい

ます。 

 

橋本委員長 

 小田島委員。 

 

小田島委員 

 コミュニティスクールの関係は私の認識と答弁が一致しておりますので是非積極的に、

また早期に進めていただくようにお願いしたいなと思います。 

それから今通学費の支援の関係でご答弁いただきましたけれども、前にも聞いたのです

が、月 1 千円と月 4 千円といったらどうなんですか。実態どのくらい掛かるかというのは

調査されて、やはり実態に合わせるような、少なくともバスで半額ですからガソリン代も

半額というのか、バスよりも車の維持費とかを色々考えていきますとやはりそれ相応の助

成があってもいいと思います。、そこら辺を是非検討されるということですので、具体的に

積極的に、そして早期にということをお願いして私の質問を終えたいと思います。よろし

くお願いします。 

 

橋本委員長 

 答弁よろしいですね。 

ほかにございませんか。 

永井委員。 

 

永井委員 

 それでは 3 つ、4 つほど伺います。まず 169 ページ、資料が 17 ページ、先ほど田辺委員

からも質問があったのですが、特別支援教育推進事業につきまして、先ほどは支援員の拡

充ということで介助員についての今後の検討などがちょっとお答えいただけていなかった

かと思うのですが、改めて私からその介助員の増員、今後どうのように考えているのか伺

います。 
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もう 1つが 181 ページ、資料が 25ページ、社会教育関係になりますか。青少年芸術文化

大会出場支援ということで、これも先ほど稲田委員から質問があったのですが、こちらは

たぶん道大会や全国大会など大きな大会に出場する際の助成ということになるかと思うの

ですが、こちらの交通費等にかかわる部分で、例えば上限額などは定められているのかど

うかお聞きします。またこちらの支援について、対象と考えられる個人や団体への周知徹

底はどのように図っていくのかも重ねて伺います。 

もう 1 つ、185 ページで資料が 25 ページです。文化施設修繕ですけれども、こちら事務

事業評価や推進計画を見ますと今後の修繕計画としまして、その緊急度の高い部分としま

してガレリアだとか図書館の屋上の防水工事、また施設内の椅子の修繕や交換もあたるの

でしょうか、が入っているのですけれども、それ以外に例えば壁紙の張り替えだとか、私

もよく利用させてもらっていますが、やはり老朽化に伴って黄ばみとか剥がれとかも気に

なってきておりますので、こちらはやはり利用されている市民の方たちからもちょっと見

栄えもよくないという声も聞かれておりますので、その辺の今度の計画はどのようになっ

ているのか伺います。 

最後に 183 ページで資料が 24ページになります。文化財保護費の中の文化財保存・活用

の事業費ですが、こちら実際にその文化財の保存や修繕に掛かっている費用が予算書の中

では需用費にあたるのでしょうか、その辺どのように、実際いくら掛かっているのかを伺

います。 

 

橋本委員長 

 丸毛文化課長。 

 

丸毛文化課長 

 私からは青少年芸術文化大会出場支援事業の関係についてと、いわゆる修繕の関係につ

いてお答えします。上限ということでしたが、全道大会の場合は 5 千円、全国大会の道内

開催は 5 千円、道外は 2 万円。国際大会の場合は道内開催が 5 千円、道外開催が 2 万円。

最終的に国外大会は 3 万円ということです。ただし今回、個人で出場される場合の助成は

これに準じて行いますけれども、団体の場合では、上限を今回設ける予定でございます。

団体は 20 万円までという上限をつけ加えた中で支援をさせていただくことで今検討してい

るところです。 

次は修繕の関係ですけれども、大規模なものにつきましては計画的に行っておりますけ

れども、いわゆる少額で修繕できるものにつきましては随時、管理の担当の者からも報告

が上がってまいりますので、必要性に応じて、また緊急性の高いものから順次進めさせて

いただきたいと思っておりますので、何かその辺の情報がございましたらまた私どもに伝

えていただければと思っているところでもございますし、私どもといたしましても随時点

検をする中で、適切に安全安心の観点から重要度決めて進めてまいりたいと考えていると
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ころでございます。 

 

橋本委員長 

 福田教育支援担当主査。 

 

福田教育支援担当主査 

 介助員の関係ですけれども、今、市では全体で 14 名任用しております。増員は今のとこ

ろは考えておりませんが、年度によって学校の状況ですとかそこに通学しているお子さん

の障がいの状況ですとかそういったところを学校にこまめに聞いており、配置をその都度、

年度ごとに考えていきたいと考えています。 

 

橋本委員長 

 小島エコミュージアムセンター長。 

 

小島エコミュージアムセンター長 

 文化財保存活用事業の中のいわゆる修繕にどのように予算が掛かっているかということ

だと思います。29 年度予算の中ではいわゆる修繕に該当するものは需用費と委託費、この

両方で見る形になります。委託費では旧島松駅逓所に展示してあります掛け軸ですとか賞

状類、そういったものの修繕を委託するところです。その他、需用費の中では雨戸の戸袋

が旧島松駅逓所の本体にあり、その痛みが激しかったり、それから今年度実施していると

ころですけれども、入口の雨樋の老朽化が激しくそれを修繕したなど、需用費の中で修繕

しています。 

 

橋本委員長 

 丸毛文化課長。 

 

丸毛文化課長 

 青少年の新規事業の周知ということですけれども、広報のほか、関係ある団体へ通知を

させていただきます。専用のチラシ等をこちらで作成し、関係するところには配布させて

いただきたいと思っています。また、インターネットで決まった段階ではアップをして、

様式または関係する添付資料等がダウンロードできるような形で周知し、たくさんの方々

にご利用していただくような形での周知展開をさせていただこうと思っております。 

 

橋本委員長 

 永井委員。 
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永井委員 

 まず特別支援教育の介助員ですが、臨機応変に障がいを持っているお子さん達の様子を

見ながら配置をしてくということで、是非、支援員をこの度拡充していただきましたので

介助員もそのような形で、本当に今、障がいを重複しているお子さん達が増えてきている

ことも実態的にありますので、丁寧な対応をとっていただける介助員も充実させていただ

きたいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

青少年芸術文化大会につきましては上限を設けるということで団体や個人が限られてく

るのかなと思うのですが、是非、やはり北広島からも大きな大会に出られるという夢を持

ったお子さんたちにお金の心配などないような形で出場してもらえるように、今後も予算

の各充実を図っていただきたいと思います。またお知らせについてホームページやインタ

ーネット、広報などでとおっしゃいましたけれども、それ以外にもやはり対象と考えられ

る個人や団体の方への直接的な、こういう支援サービス始まりますよ、こういう助成が始

まりますよというようなお知らせも通知などでされてみてはいかがかと思うのですが、郵

送料などそんなに大した金額でもないと思いますので、是非検討してみてはいかがでしょ

うか。そちらの方、再質問いたします。 

文化施設の修繕に関しては今後も私たち議員からの声だけでなく、市民からの声も是非

受け取っていただきたいと思います。そのためにはやはりアンケートや、文化ホールです

と窓口のところに気になった部分はありませんかみたいな目安箱みたいなのも設けたりと

か、色々手立てはありますのでその辺検討してみてはいかがでしょうか。 

最後、文化財保護費に関してですが、こちら北広島にもこれだけいっぱい色々と歴史的

なものがあるんだなということが、昨年、道立北海道博物館でしたか、新しくなりました。

あそこに北広島の子ども達が作ったマンモスが展示されたときに行ってきたのですが、か

なり北広島からも石器や土器などが発見されているということで、この修繕費等はやはり

今後も続いていくかと思うのですけれども、それに伴いまして学芸員さんの補充、拡充な

ど、今後どのようにお考えでしょうか。 

 

橋本委員長 

 丸毛文化課長。 

 

丸毛文化課長 

 青少年の芸術文化大会出場支援事業の関係の周知ということですけれども、関係すると

ころが社会教育関係団体、あとは学校ということで、そちらを通して関係するところには

周知できると思いますので、手渡ししたり郵送したりということで知らせるような手立て

をマニュアルを作る中で進めさせていただきたいと思います。 

施設の利用に関して市民の声をということですけれども、直接的に窓口等でも「何かご

ざいましたか」というような声掛けも含めて、こちらで積極的に皆さんの意見を取り入れ
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るような形での対応をさせていただきたいと考えています。 

 

橋本委員長 

 小島エコミュージアムセンター長。 

 

小島エコミュージアムセンター長 

 現在エコミュージアムセンターに配属されている学芸員の今後についてのご質問だった

と思います。学芸員の仕事は多岐にわたる業務を行っておりますが、収蔵資料の整理が基

本となります。それから、整理して調査研究し展示に結びつけていく、あるいは学校教育

との連携の中で、この度のマンモスのようなインパクトのある事業をして北広島の歴史遺

産ですとか郷土資料に関心を持っていただく、そのようなことも学芸員の業務であります。

現在学芸員は 3 名配属しております。そのうち 1 人が主査で正職員、残る 2 人は任期付の

学芸員と非常勤学芸員という構成になっております。ただ、ずっとこのままでまいります

と正職員の後継者が育たないことになってまいりますので、今後 3 年後、5 年後、10 年後

といった長いスパンでの構成がどのようなものが妥当なのか検討してまいりたいと考えて

おります。 

 

橋本委員長 

 永井委員。 

 

永井委員 

 エコミュージアムの学芸員さんには私も本当にお世話になっているのですが、是非、今

後こちらはエコミュージアムだけでは決められないことだと思いますので、他の課、総務

課や職員課とも相談し合いながら学芸員さんの正職化や拡充化に努めていただきたいと思

いますので、要望で終わります。 

 

橋本委員長 

 大迫委員。 

 

大迫委員 

 2 点だけお聞きいたします。179 ページ、フレンドリーセンター運営ですけれども、フレ

ンドリーセンターは見るからに古い建物ではないかと思いますが、耐震性能は大丈夫なの

か、また築年数は何年なのかお聞きいたします。 

2 つ目が 189 ページの青少年安全対策事業ですけれども、この中でネットパトロールを行

っておりますけれどもこの成果はどうなのか、お聞きいたします。 

 



H29.3.9【平成 29年度 予算審査特別委員会】 

26 

 

橋本委員長 

 吉田社会教育課長。 

 

吉田社会教育課長 

 フレンドリーセンターのことについてお答えいたします。築何年については今手元に資

料がないのですが、かなり古くなってきていることは事実ございますが、現在フレンドリ

ーセンターの事業はフレンドリーセンターを活用しないで地域の色々な場所を使いながら

事業を運営しているところです。センターは文書書庫としても使用さており、今後、新庁

舎の建設後、文書書庫がどうなるかも含めまして、今後、市の公共施設等総合管理計画の

観点から一定の方向性を見て検討してまいりたいと考えております。 

 

橋本委員長 

 櫻井学校教育課長。 

 

櫻井学校教育課長 

 ネットパトロールにつきましては、今現在、北海道教育委員会が委託している業者が行

って、それでもし何かが発見された場合、各学校や教育委員会に通知が来るというケース

と、その他に各学校にネットパトロール用のパソコンを配置して、教職員が学校内でしか

わからないような言葉とかをその検索用語として検索をするネットパトロールと 2 本立て

で行っているところです。学校で行っているネットパトロールでは今年度、今のところで

すけれども小学校で 1 件発見されています。あと、道教委からは主に中学校で特定の個人

名がＳＮＳ上で検出されたとの報告が中学校で 15件といった件数になっています。 

 

橋本委員長 

 大迫委員。 

 

大迫委員 

 フレンドリーセンターについてはこれからということなので、今でも中で作業していた

りしていますので、早めに結果を出していただいたと思います。 

ネットパトロールについては、学校で見つけたのは 1件、道教委から来たのが 15 件とい

うことで、その後どのような対処をしたのかお聞きいたします。 

 

橋本委員長 

 櫻井学校教育課長。 
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櫻井学校教育課長 

 当然個人名等が掲載されているケースがほとんどですので、その個人に対して削除する

よう学校から指導して行っているところです。 

 

橋本委員長 

 大迫委員。 

 

大迫委員 

 わかりました。ネットに書き込む、今スマホで色々とやりやすいので、ネットへの書き

込みを、どのような書き込みをしたらいいのかだとかそういう、特に中学生に対しての教

育はどのような形でやっているのか教えてください。 

 

橋本委員長 

 櫻井学校教育課長。 

 

櫻井学校教育課長 

 最近ネットと言いますよりどちらかというと子ども達が使っているのがＳＮＳが多いと

いう現況もあり、ＳＮＳの場合、なかなか通常のパソコンでのネットパトロールをかけて

も検索されないといった状況があって、そちらの方が重大な問題と認識しているところで

す。各学校においては、子ども達には年度初めにパソコンの使い方、特にインターネット

に繋いだときの個人情報が漏えいしたときの怖さ等を伝え、さらに携帯電話会社の方に講

師として来ていただいたり北海道警察の方に講師に来ていただくなど、インターネットの

怖さについて子ども達に指導しています。また、保護者に対しても参観日等を活用した携

帯電話教室を開催して、保護者に対しても周知啓発を図っているところです。 

 

橋本委員長 

 ほかにございませんか。 

山本委員。 

 

山本委員 

 1 点は 183 ページ、エコミュージアム普及推進事業ですけれども、1つはですね、開設さ

れてから時間が経ってきていると思いますけれども、その常設展示場についてもそろそろ

見直す時期に来ているのではないかと思いますし、それともう 1 つは東記念館にかなりの

数の歴史的な生活用具がしまわれているのですが、それについては本当に時々しか、イベ

ントのときにしか見られない状況もありまして、そこら辺の展示も含めてひとつ工夫して

いく必要があるのではないかと思うのですが、その点についていかがでしょうか。それと
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島松駅逓周辺のサテライトの整備状況については今年度いつ頃行っていくのか、スケジュ

ールを含めて教えていただきたいと思います。 

次に 187 ページの図書館運営経費ですけれども、29 年度、図書館関連の人員を増やして

図書館についての体制を強化していくという考え方ですけれども、先ほど部長から少しお

話がありましたけれども、この体制の強化含めてですね、この目的それから様々な図書館

の今抱えている課題解決についてどういう方向をもっているのかという辺りを聞かせてい

ただければと思います。それと図書館については、先般、市民参加のところでもお話した

のですが、図書館の行政資料の展示が非常に貧弱な状況にあるんですよね。そういう意味

で、図書館の行政資料については図書館側からも積極的に関連する部に資料提供を求めて

提供してほしいということと、パブリックコメント等の様々な行政のお知らせについては

図書館のお知らせ板のところに目立つような形で知らせていくことを工夫していただけな

いかということについて、お考えを聞かせていただきたいと思います。 

次に 193 ページの体育施設の管理経費ですけれども、このプールですね、通年で白樺な

どは行っていると思うのですが、特に通年の利用状況、特に冬期間の利用状況はどうなっ

ているのか。それからもう 1 つは三島ですか、キャンプ場も教育委員会の所管だと思うの

ですが、キャンプ場に関してはかなり利用が多いのではないかと思うのですが、利用状況

を含めてキャンプ場の増設さらにはオートキャンプ場といいますか今のキャンプのニーズ

に合わせたキャンプ場の増設等についてどう考えられているのか、お聞かせ願いたいと思

います。 

それから同じく 193 ページ、学校給食のことですが、次のページもかかるのですが、こ

れは一般質問でも永井委員から色々話があったかと思うのですが、赤毛米が今提供されて

いると思うのですが、これは赤毛米を植えている文化財の保護という観点でやられている

と思うのですが、4年生 1学年だけ、それも 1日だけと聞いているのですけれども、せっか

くの郷土の誇るべき赤毛米なので全学年にとかですね、赤毛米の提供の拡大、さらにはま

るひろ大根が非常に特産品だと言われているのですが、我々も含めてなかなか口に入らな

いということなども含めて、そういう農産物の食材への提供を農業関係ですとか関係団体

への協力、寄贈も含めてお願いして、そういうものを給食の中に取り入れていくことにつ

いてのお考えについてお聞かせ願いたいと思います。以上です。 

 

橋本委員長 

 斉藤体育担当主査。 

 

斉藤体育担当主査 

 まず住民プールの関係です。住民プールは 6 カ所あり、東部住民プール、西部住民プー

ル、大曲住民プール、西の里住民プール、緑陽公園プール、白樺プールです。利用期間は 6

月 15日から 9月 15 日までで、全てのプール簡易温水です。利用人数は概ね 26年度から 28
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年度は全てのプールを足しますと 3万 1千人程度となっています。 

自然の森キャンプ場の利用人数については、利用人数が平成 26年度は 7,800 人程度、平

成 27 年度が 8,100 人、平成 28 年度が 7,900 人ということで、概ね 8 千人程度で推移して

いるところです。 

 

橋本委員長 

 小島エコミュージアムセンター長。 

 

小島エコミュージアムセンター長 

 エコミュージアムセンター知新の駅におけます常設展示については、知新の駅の 2 階の

廊下それから階段室そして 3偉人のコーナーということで、平成 26 年の 7月にオープンし

て以来現状を保ってまいりましたが、来館者の皆様から色々な場面で「常設展示がもう少

し充実するといいのではないか」というご意見もいただいてきたところです。そこで、平

成 29年度から常設展示のスペースを拡充することを考えています。そういった内容も含む

予算要求になっていますが、拡充する規模については、4教室分のスペースと廊下の面積を

企画展示スペースとして活用してまいりましたが、そのうち 2 教室分のスペースを使って

常設展示を拡充していこうと考えています。一つの教室の大きさは自然史関係、もう 1 つ

の教室は郷土史関係で、その自然史関係の中には平成 28 年度に大勢の子ども達に参加して

もらったマンモスの実物大の模型も含めて北広島で発見された化石の展示ですとか、自然

史の過去から現在に近いところまで展示しようと考えています。また、郷土史関係では縄

文時代からアイヌ文化期、そして明治、大正、昭和とそういった大まかなまちの歩みがわ

かるような展示にしていきたいと思っています。それで、東記念館の収蔵庫との関わりで

すが、常設展示を拡充することによって現在東記念館収蔵庫に収蔵してある膨大な資料の

中から見繕って常設展示の方に移してくることとなります。ご質問にありましたように、

東記念館の収蔵資料、それを皆さんが見られるようにできないだろうかということだと思

いますが、現在はたしかにイベントのときにガイドあるいは学芸員がついて皆さんをご案

内することとしています。収蔵している資料の中には昔使われていた農器具とか、その農

機具の一部は刃物になっておりまして危険なものもあります。また、重量物だとか指をぶ

つけると怪我をするようなものも中にはありますので、今後も当面はガイドがいる状態で

の公開となっていくと考えています。また、昨年のように公民館まつりのときに、ミステ

リーツアーのようなことを企画できればという気持ちではいますが、今後、より良い展示

というか公開を通して皆さんにまちの資料を見ていただこうと考えています。次に、駅逓

のサテライト整備の予定ですが、今年度エコミュージアム会議という協議をする会議の場

で駅逓周辺サテライトのどういった地域遺産を表示していくのか、案内標柱だとか説明板

の形状、設置箇所、内容など検討を始めているところです。3月下旬にも今年度最後の会議

を開き、さらに検討を進めていきます。そして、新年度になると今度は現地に出向き、予
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定していた設置箇所の現地での検討、検証、そして内容がその場所に合っているのか、そ

れから案内標柱につい視認性ですとかそういったことも含めて、現地とあたってまいりた

いと考えています。駅逓周辺サテライトについてはそのように進めていまして、また、新

年度の事業の中で市民の皆さんと共に歩くようなことを重ねて、より良いものにしていき

たいと考えているところです。 

 

橋本委員長 

 丸毛文化課長。 

 

丸毛文化課長 

 図書館運営に対しての体制の強化、いわゆる館長の選任ということですが、新たな専門

職の配置ということでもありますので新しい図書館の運営の内容、他市で行っている内容

とか先進的に行なっている内容等も含めて調査研究を進める中で、今後北広島市民にとっ

てどういう図書館が良いのかという、あり方も含めて検討していく中で、今後の図書館運

営に生かしていくような内容を、計画作りという形になるかと思いますが、進めたいと考

えているところです。また、行政資料ですが、随時庁舎内の関係するところには関係資料

の提出をお願いしていますが、まさに今年 4月、新庁舎への移転にかかわって各署では色々

な整理作業を行っていると思いますので、その中でも今呼びかけているところですが、貴

重な行政資料等がありましたら是非図書館に行政資料の提供をくださいという形で呼び掛

けを強化していきたいと考えています。また、パブリックコメントですが、今、行政資料

のところに一緒に保管していますが、わかりやすく市民の皆さんがすぐ手に取れるような

内容に工夫をしたいと考えています。 

 

橋本委員長 

 冨田学校給食センター長。 

 

冨田学校給食センター長 

 赤毛米についてですが、収量が 1 学年程度の収量となっていますことから、郷土学習と

いう観点もあり、現在 4 年生に 1 回提供しているものです。次に大根ですが、現在夏季に

ＪＡから地元産の大根を買い付けしまして、まずこちらで食指導等で地元産の食材を使っ

ていることを子ども達に宣伝したいと考えております。 

 

橋本委員長 

 吉田社会教育課長。 
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吉田社会教育課長 

 キャンプ場のことについて補足で答弁させていただきます。ご質問の中にオートキャン

プ場等の今後についてというご質問があったかと思います。先ほど利用人数の方もあった

とおり、約 4 カ月間に約 8 千人の方が利用されています。都市近郊型といいますか、近く

に自然を体験できるキャンプ場ということで、非常に好評な施設になっています。その中

でオートキャンプ場は色々なメリット、デメリットがあると思います。音の問題ですとか

道路の整備の問題ですとかそういったこともありますので、現段階では自然の森キャンプ

場からオートキャンプ場へということは検討していませんが、今後、そういった需要や都

市近郊型のキャンプ場のあり方について調査研究しながら、今後の方向性について検討し

たいと考えています。 

 

橋本委員長 

 山本委員。 

 

山本委員 

 キャンプ場とプールの件についてですけれども、キャンプ場については、オートキャン

プ場については色々メリット、デメリットもあるので、必ずしもオートキャンプ場でなけ

ればだめだということはないのですが、かなりオートキャンプ場に対するニーズは高いと

いうこともあって、北広島としてどのように対応できるのかということも少し検討してい

ただきたいと思いますし、キャンプ場自体は非常に狭くなっているので増設について是非

検討していただきたいと思いますけれども、その点についてどうかということ。それから

プールですけれども、以前は通年でやっていたのかと思うのですけども、通年ではやって

いないのかなと思います。特に冬の期間は運動不足になるということで、プールに関して

は非常に効果があるという専門家の意見もございます。特に足が弱っている人なんかはプ

ールの中で運動すると体重が軽くなるので非常に運動効果があると聞いていますので、通

年化といいますか、冬期間の通年化できるプールの開設について是非検討していただきた

いなということでお願いしたいと思います。それからその他の件については是非答弁あっ

たように進めていただきたいなということで要望したいと思いますので、キャンプ場のこ

とについてご検討いただきたいと。 

それともう 1 つは給食の件ですね。給食の件ですけれども、赤毛米の収量については是

非収量が少ないからということではなくて、逆に農家の方に収量を増やしていただいて、

給食での活用を増やしていくことも考えていただきたいなと思いますけれども、その点に

ついてお聞かせ願いたいと思います。 

 

橋本委員長 

 吉田社会教育課長。 
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吉田社会教育課長 

 キャンプ場について答弁いたします。先ほども利用者がかなり増えているということで、

今ご指摘がありましたキャンプ場の広さの拡大についてですが、今のところキャンプ場指

定管理を受けている業者からも、若干まだ余裕もあるというようなところも聞いています。

日によっては非常に混み合うこともあるのですが、若干の余裕もあるというようなお話も

聞いているところです。今後そういった都市近郊型のキャンプ場として情報発信する中で、

利用もさらに高まっていくこともを予想され、先ほども申しましたがキャンプ場の全体の

今後の方向性を含め検討したいと考えています。 

 

橋本委員長 

 小島エコミュージアムセンター長。 

 

小島エコミュージアムセンター長 

 赤毛米の関係です。エコミュージアムセンターでは北広島市赤毛種保存会への補助など

を通して保存会の事業など把握しているとこです。保存会では今 3 戸の農家が会員となっ

て活動していますが、聞くところによりますと、赤毛種というのはのぎと言われる非常に

長いひげがありまして、今流通している米を脱穀する機械をそのまま使うとすぐに目詰ま

りをしてしまうとか非常に手間のかかる米です。その他、先日たまたま中央農試の方と資

料のやり取りをする機会があったのですが、概ね単収 10 アール当たりの取れ高が 300 キロ

グラム台ということでした。一般的に平成 27年産米の単収は北海道では 522 キログラムと

いう資料が別にあります。ですから流通している米の 6 割くらいの収量であると。そんな

中で 3 件の米づくり農家の方にご協力いただきながら赤毛種の種の保存と生産、そして旧

島松駅逓所の見本田での指導ですとか学校給食への提供、そのような事業を行っていただ

いているところです。そのような状況のため、なかなか収量を増やすことは難しいことで

はないかなと捉えています。ただこのようなご意見があったことは保存会の方にも伝えて

いきたいと考えています。 

 

橋本委員長 

 ほかにございませんか。 

鶴谷委員。 

 

鶴谷委員 

 図書館事業について 3 点伺います。まず予算書 187 ページ、附属資料は 24 ページです。

図書館の貸し出しの利用にはカードを皆さん作って登録して利用されていると思うのです

が、利用者カードの代わりに 2014 年度からＩＣ機能が付いたカードを登録して貸し出しだ

ったり、貸し出しの履歴だったり、予約だったりと便利な機能が付いたものが導入されて
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いますが、このシステム維持にかかわる経費はどのようになっているのか伺います。併せ

て、このシステムに最近のでいいのですが、最近のというかわかるところでいいのですが、

登録している件数は何件になっている状況なのか伺います。 

次に移動巡回のくまさん号について伺います。くまさん号の巡回に掛かる費用は年度当

たりどのくらいなのか、配置している司書やバスのドライバーさんの人件費と車両の維持

費で大体そのくらいのものだと思うのですが、費用をお伺いします。そして予算書のどの

部分に該当するのかも併せて教えてください。 

3 点目が図書館フィールドネット連携事業のところで、本館や各地域の分室で図書の普及

活動のためにボランティア活動、ボランティアで団体で組織して活動しているところへの

支援というとこで現在は 150 万円ですね、予算があがっているのですが、過去を見ますと

ほぼ近年ずっと同額で、予算通りの大体金額で執行されているという状況があります。こ

の 150 万円の予算というところで、活動内容についてはもちろん情報共有したり意見交換

をしたりされていると思うのですが、予算面に、助成額についての要望などについても話

し合いの機会を設けているのか伺います。 

 

橋本委員長 

 暫時休憩します。 

 

休 憩  午前 11時 50 分 

再 開  午前 11時 51 分 

 

橋本委員長 

 休憩を解き、再開いたします。 

丸毛文化課長。 

 

丸毛文化課長 

 カードにということですが、その内容についてはシステムの更新のときにその機能は伝

えていましたので、これを導入するにあたって特別な経費は掛かっていないところです。

また、今の登録者は全登録者数が 27 年度は 3万 2,958 名で、その中でご希望のある方につ

いてはＩＣカードを使うということですので、ＩＣカードを使っている方がその内数でど

のくらいかについてはまだ知り得ていないところです。 

くまさん号についてですが、基本的に私どもで掛かっている経費は、いわゆる移動図書

館車の維持管理に掛かる車検代ですとか保険代、その他は燃料代が掛かっていますが、運

行に掛かる内容については窓口業務委託の中に包括しており、仕様書に則って運行してい

るところです。 

また、フィールドネットの皆さんとの予算的な内容での協議ということですけれども、
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主に事業としてこの程度の事業が必要だというところから検討させていただく機会はある

のですが、予算については、なかなかたくさん予算をくださいというのはどこも必要な部

分ではあるかとは思うのですが、その内容で積極的にもっとたくさんくださいということ

ではなく、いわゆるその中で自分たちでどう工夫できるかという内容で協議をさせていた

だいているのが現状です。 

すみません、答弁漏れしていました。予算書の中では、くまさん号につきましては 187

ページの図書館運営経費です。こちらに入っています。 

 

橋本委員長 

 鶴谷委員。 

 

鶴谷委員 

 ＩＣカードのシステムについては理解いたしました。 

次にくまさん号の巡回にかかわるところで、毎年活動の報告書を配っていただいて拝見

しているのですが、利用者増についての見解として、高齢化の影響が数字にも出てきてい

るという、利用時間にもそういう状況が見えてきているということが上がっていまして、

このくまさん号の巡回のところがたぶん報告書のＢＭというところがそうなのかなと解釈

しているのですが、昨年は一昨年よりも 500 冊ほど利用が増えているんですよね。それで

これも巡回する図書館が利用されているというところでは同じところが繋がるものがある

のではないかと思うのですが、今後やはり公共交通網などの整備が進まない地域の隙間を

埋めるような巡回の流れも方法も考えてはどうかと思いますが、これについて見解を伺い

ます。 

それからフィールドネットの連携事業については、今ご説明いただいて理解いたしまし

た。職員を 40 名弱配置していることに対してボランティアの活動人数が 140 名ということ

で、ここはやはり市民のための市民による事業として掲げている支援なので、活動してい

る皆さんのモチベーションが維持され、より向上していくためにも、相互で情報共有と意

見交換を図って進めていただきたいと思います。1点見解お願いします。 

 

橋本委員長 

 丸毛文化課長。 

 

丸毛文化課長 

 ＢＭ、いわゆるくまさん号の巡回のポイント、ステーションということですが、たしか

に色々な方がいらっしゃいますので、くまさん号の他に私どもでは、ご存じかと思います

が、ゆうやけ便という形で宅配をさせていただき、本当にもっと不便をされている方には

こちらから本をお届けする制度も実施して好評を得ているところですので、その内容の充
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実と地区間の機能の充実もあわせて総合的に考えていきたいと思っています。 

 

橋本委員長 

 ほかにございませんか。 

 藤田委員。 

 

藤田委員 

 それではもう 12 時も近いので簡潔に 6 点ほどお聞きします。165 ページ、小中一貫教育

推進事業。まず小中一貫教育推進委員会の中身ですね、これについてご説明願います。先

日、石狩教育研修センターで小中一貫セミナーがありまして、私も聞かせていただいて、

大変白熱した議論、また講師の先生のお話もわかりやすかったです。それで 30年のスター

トに向けて我が市の今後の課題は何なのか。私が聞いた限りでは小中学校の先生の意識改

革を相当しないと大変ではないかなという率直な感想がありましたが、現場としてはどの

ような課題をこの 1年で整理しようとしていくのか、ご説明願います。 

175 ページ、中学校周辺環境整備。グラウンドの散水栓の設置とありましたが、これはど

この学校なのか。今後も散水栓の設置が必要な小中学校がまだあるのかどうかお聞きいた

します。 

それから 185 ページ、芸術文化ホール。色々と質問が出ていましたが、私はまず 28年度

の大ホール、活動室 1、2の稼働率、利用状況、これについてまずお聞きいたします。 

193 ページ、体育施設管理費。本年 11 月に開会の空手道大会に支援するということで予

算計上されておりますが、この大会の中身、参加人数それから経済効果、いわゆる 1 泊 2

日であれば宿泊される方だったりタクシーの利用であったりお土産を買う方もいると思う

のですが、それはどの程度なのか。 

同じく 193 ページ、大曲ファミリー体育館の改修ですが、これはまず本来いつから改修

でどのような改修の中身か。それとおそらく数カ月間は利用できなくなると思うのですが、

現在の利用団体の活動の場は改修の期間どうされるのか。 

最後ページ数なしで、小学校中学校のいわゆる夏の暑さ対策でお聞きします。ご承知の

とおり新庁舎が 5 月にオープンし空調設備も付いて、我が市の公共施設も空調設備いわゆ

る夏場はエアコンが付いている施設が当たり前になってきている中で、残っているのは小

中学校かなということで、この小中学校の暑さ対策ということで現在扇風機とかエアコン

が設置されている学校及び数はどうなっているのか、1回目お聞きします。 

 

橋本委員長   

 暫時休憩いたしまます。 

 

休 憩  午前 11時 59 分 
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再 開  午前 11時 59 分 

 

橋本委員長 

休憩を解き、再開いたします。 

高橋施設担当主査。 

 

高橋施設担当主査 

 1 点目の中学校の周辺環境整備事業は、学校名は西の里中学校のグラウンド散水栓の設置

工事を 29年度に予定しています。これは長年西の里中学校からの要望があって、ようやく

実現する事業です。今のところ他の学校からは散水栓をつけてくれという要望はありませ

ん。 

 

橋本委員長 

 鹿野教育部次長。 

 

鹿野教育部次長 

 小中一貫教育についてお答えします。まず、小中一貫教育推進委員会の役割ですけれど

も、推進方針に基づいた具体的な取り組み、特に中学校区での具体的な取り組みについて

検証していくのが主な業務になっています。また、柔軟な学年区分に関する調査研究につ

いても併せて進めていきたいと考えています。次に 30年度導入に向けた課題についてです

が、藤田委員がおっしゃるとおり先生方の意識改革というか、先生方がどこまで本気で小

中一貫教育に取り組んでいくのかということがやはり大切な課題なのかなと思っています。

現在様々な研修により、その部分については浸透してきているのかなと思っています。ま

た、その他に教育課程の接続、連続性についてということと、中学校区での課題把握とそ

の課題解決のための方策作りというのが今後の課題になってくると考えています。 

 

橋本委員長 

 丸毛文化課長。 

 

丸毛文化課長 

 ホールの稼働率ですが、28年 4月から 29年 2月末までのデータですけれども、ホールが

84.9％、活動室 1が 73.3％、活動室 2が 90.9％という状況です。 

 

橋本委員長 

 吉田社会教育課長。 
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吉田社会教育課長 

 空手道大会の中身についてですが、全道全国大会の大会誘致の関係で、「はまなす杯の全

国中学生選抜大会」が 10年経って終わった後、全道小学生の空手道選抜大会を誘致したと

ころです。昨年度実施して大会参加者が 412 名、これは選手だけになりますので、保護者

や指導者を含めまして約 1 千人の参加があったかと考えています。当日は、昨年は天候が

非常に悪く経済効果という点では、体育館からなかなか出ないというようなこともありま

したが、2日間の日程ですので、宿泊やタクシーの利用、バスの利用、それからお弁当等の

購入など、一定の効果が出るのではないかと考えています。 

大曲ファミリー体育館についてですが、大曲ファミリー体育館の改修の工期は 7 月中旬

から 12 月までと考えています。主な工事内容は屋根の吹き替え、アリーナの床改修、トイ

レ、更衣室等の改修、それから照明設備、給排水設備、太陽光の設置等々ですが、この中

身については大曲ファミリー体育館リニューアル検討委員会ということで、大曲地区の連

合町内会、指定管理をしている会館運営委員会、利用団体、そういった方々にお集まりい

ただき、計 4 回の検討を行いまして中身の利用方法について検討したところです。その期

間中の利用者の受け皿ということですが、利用者説明会、利用団体の皆さんにお集まりい

ただき、学校開放、そういった公共施設のご案内をしたところでご理解をいただいたとこ

ろです。 

 

橋本委員長 

 櫻井教育部次長。 

 

櫻井教育部次長 

 エアコンの関係についてご答弁します。たしかに藤田委員の言われるとおり、最近北海

道も暑くなってきています。ただ夏季休業中でということで夏休み期間がどうしても暑い

期間であり、基本的には校舎にエアコン、冷房機能の部分の対策については講じていませ

ん。ただ、熱を発する機器が揃っているコンピュータ教室については学校の要望について

一部付けています。それと暑さ対策としての扇風機はうちの方で支給等はしていないもの

ですから、実態の把握はしてないところです。 

 

橋本委員長 

 藤田委員。 

 

藤田委員 

再質問は 3 点に絞って。まず中学校のグラウンドの散水ですね。以前も私のところもあ

りましたが、グラウンドの土埃が風が強いと周辺の民家にどうしても舞ってしまって、一

部洗濯物が干せないこともあったのですが、今現在小中学校のグラウンドからこのような
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苦情が教育委員会に寄せられているところがあるのかないのか、その辺お聞きします。 

それから芸術文化ホールは大ホールも活動室 1、2も非常に高い利用率だとわかりました。

それで兼ねてから一般質問や予算委員会、決算でもお聞きしていますが、芸術文化ホール

を利用した場合に専用の駐車場にとめた場合は何時間でも無料ですが、やはりどうしても

イベントになりますとあそこがすぐ満車になって、大体の皆さんが見ていると市営東口に

とめる。そうしますと 2 時間越えるとあそこは料金が掛かってしまうということで、東口

の駐車場をちょっと調べたところ、28年度でも土日中心に 25 イベントが、東口駐車場が満

車になっております。それくらいイベントで人気があるものは東口も埋まってしまう。そ

ういうことで利用状況が高いのはわかるのですが、そういった意味では平日の芸術文化ホ

ール、図書館の利用において、東口駐車場の 2 時間超えた人に関しては利用時間の拡大、

これは土日は無理にしても平日は図れるのではないかなと思うのですが、再度見解をお聞

きします。 

それから小中学校の冷房ですが、少なくとも今小中学校の環境整備からいくと、教育環

境はそういう意味ではソフト面を含めても充実したと思っております。そういう面では管

内でもトップクラスかなと思うので、さすればハード面からいけば、小中学校の耐震化が

終わったので最後はやはり暑さ対策かなと思うのですが、その辺含めて、学校側の聞き取

りなども含めて実態調査をするお考えはないのか、この点だけお聞きします。 

 

橋本委員長 

 櫻井教育部次長。 

 

櫻井教育部次長 

 グラウンドの砂埃の関係については、最近ですと 2 年ほど前の大曲中学校のグラウンド

で砂埃対策ということで付近の方から意見をいただき、対策として成長の早いヒバを防風

林ということで植えさせていただいています。それ以降、砂埃での苦情は直接ないかと記

憶しています。 

それとも、冷房の関係ですけれども、市内の小中学校はご存じのように防音工事という

ことで防衛省の補助をもらって空調設備を整備しています。基本的な防衛省の対象では冷

房は入っていないというのが現状でありまして、これを今後学校の施設に冷房装置を付け

ていくとなると、根本的な空調の考え方を整理していかなければならないかなと思ってい

ます。繰り返しになりますけれども、夏季休業中ということで特に暑い、授業はなかなか

難しいというようなことが強く学校からは要望されていませんが、先ほど質問がありまし

たような扇風機等含めてあるようですので、実態の把握については努めていきたいと思っ

ています。 
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橋本委員長 

 丸毛文化課長。 

 

丸毛文化課長 

 駐車場についてですが、現在私どもの駐車場は、今、藤田委員にご指摘いただいた専用

の駐車場、市営の東口駐車場、その他にもう 1 つ西側に臨時駐車場というのがあります。

臨時駐車場は、夏場では 150 台程度駐車可能なスペースです。まず、そちらの利用も含め

て利用していただけるようにかねてからチラシ等、例えばマニュアルの中でも書いて利用

の皆さんには周知しているところですが、その内容を徹底したいと思っています。特に例

えば活動室 1、2でイベントを企画されている市民団体の皆さんは、準備から後片付けの時

間も含めて長時間の駐車になることが予想されますので、あらかじめ臨時駐車場に駐車し

て、その事業に参加される方の駐車場を確保していただくような配慮をするように申し入

れるなど、こちらも限られた駐車スペースを効率的に使っていただけるように団体の皆様

にもお願いするなど、対応を進めたいと思っています。以上のことから、市営駐車場の拡

大についてはなかなか難しい現状であると認識しているところです。 

 

橋本委員長 

 藤田委員。 

      

藤田委員 

 わかりました。この駐車場の件と小中学校の冷房に関しては教育長に答弁願いたいと思

いますので総括でやりたいと思います。私の質問は終わります。 

 

橋本委員長 

 ほかにございませんか。 

 （「なし」と呼ぶものあり） 

 

橋本委員長 

以上で教育費の質疑は終わります。 

以上で一般会計予算の全ての質疑を終わります。 

暫時休憩いたします。 

 

休 憩   午後 0時 10 分 

再 開   午後 0時 57 分 
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橋本委員長 

 休憩を解き、再開をいたします。 

次に国民健康保険事業特別会計予算の質疑を行います。 

藤田委員。 

 

藤田委員 

 それでは 2点ほど簡潔にお聞きします。29 ページ、特定健康診査・特定保健指導事業で、

28 年度はまだ年度終わっていませんけれども、この特定健診の受診率の見込みはどのよう

な推移できているのか、まずお聞きしたいと思います。 

それから医療費適正化対策事業。市長の予算の概要でもありましたが、データヘルス計

画で重症化予防対策を実施してきました。まず 28 年度の実績と効果、それから 29 年度の

予算でも同じ事業、同じ人数で行う予定かお聞きします。 

 

橋本委員長 

 渡辺保険年金課長。 

 

渡辺保険年金課長 

 1 点目の特定健診の受診率の見込みについては、まだ 2月段階で結果等がこれから来る部

分も含めて、現時点では 28 年度 36％ということで見込んでいます。昨年の 35.2％から若

干伸びるであろうと考えているところです。 

次に、糖尿病性腎症重症化予防事業の関係では、28 年度実績としては 6 名の方に保健指

導を実施したという状況です。前年度の 9 名についてもフォローアップ保健指導というこ

とで実施しており、その方々については概ね維持され全員健康に対する自己管理ができる

ようになったという報告を受けています。今年度の 6 名は今後報告がなされるものと考え

ています。平成 29年度の事業については継続的に 10 名を予定しています。 

 

橋本委員長 

 藤田委員。 

 

藤田委員 

 わかりました。特定健診は概ね例年並みかなという予測でしょう。既に数字が出た 27年

度で見た場合、我が市は受信率で道内のどのくらいの位置にいるのか。それから全国平均

と比べて全国平均くらいはいっているのかどうか、現状ですね。それについてお聞きしま

す。 

それからデータヘルスに関して。こちらは糖尿病の方が人工透析に行かないようにとい

うことで取り組んできた 1 つの事業でありますけれども、今までやってきた中で担当課と
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して課題、一番この事業の課題はどの辺にあるのか、あればお聞きをしておきたいと思い

ます。 

 

橋本委員長 

 渡辺保険年金課長。 

 

渡辺保険年金課長 

 特定健診については、平成 27 年度実績では道内 179 市町村のうち 85 位に位置していま

す。全道平均は 27.1％で、28年度の全国平均は現段階でまだ把握できていない状況にあり

ます。ちなみに 26年度の全国平均は 35.4％です。 

糖尿病性腎症重症化予防の課題については、今年度も 10 名という予定で組んでいますが、

何分にも本人やかかりつけ医の承諾の下で実施しなければならないという関係もあり、な

かなか了解を得られないということから、当初予定の 10 名に満たない 6名という状況であ

り、来年については 10名に達するよう努力したいと考えています。 

 

橋本委員長 

 藤田委員。 

 

藤田委員 

 わかりました。特定健診はあらゆるＰＲなり啓蒙をして受診率アップに取り組んでいた

だきたいと思います。町内会で独自にやるところもあるように聞いておりますので、そう

いった意味では早期発見、早期治療に繋がるということで、そういう模範的な市内の動き

も含めて、これはＰＲに努めていただきたいと思います。 

それからデータヘルスに関しては、まずこの予定している 10 名の方をなんとか確保し、

そして事業の目的である人工透析に行かないように、そこはひとつ事業効果を最大限発揮

できるように頑張っていただきたいと要望して終わります。 

 

橋本委員長 

 ほかにございませんか。 

板垣委員。 

 

板垣委員 

 それでは 1点だけお伺いいたしますけれども、ちょっとページは特定できないのですが、

国保の都道府県化、市との共同事業化についてお伺いをいたしますが、平成 30年度から都

道府県化が行われるということで、当初、国は財政支援として新たに 1,700 億円ですか、

支援するということで、それに基づいて道の昨年 11 月の算定では 5千円ほど国の補助が保
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険料に跳ね返るというようなことだったと思いますけれども、それが少し怪しくなったと

記憶しているのですが、国の補助がどうなるのか、併せて道が新たに補助をするというよ

うな方針のようでありますけれどもその内容、それが保険税などにどのように跳ね返って

くるのかもお伺いいたします。そして今後の行程ですけれども、道の本算定が行われると

思いますが、それに基づいた標準税率などが提示されて、そしてそれに基づいて市の保険

税が決まっていくのかなと思いますけれども、これらについての今後のスケジュールをお

伺いいたします。 

 

橋本委員長 

 渡辺保険年金課長。 

 

渡辺保険年金課長 

 まず 1点目の国の予算について 29 年度には減額されているという状況ですが、その分に

ついては平成 30年度以降にその分を補てんするということで、国で示されているところで。

それから、道の補助の関係ですが、財政安定化事業に対する基金と道調整交付金を充てて、

納付金の財源に対する歳入を増額し再計算をされたところです。それに伴って第 2 回目の

算定金額が示されたところです。今後のスケジュールについては現在、道は運営方針のパ

ブリックコメントを 3月 31 日まで行っており、運営方針で算定方式が定まってくることか

ら、運営方針原案の意向によって変わってくるものと考えています。算定方法のスケジュ

ールは、当初はなかったのですが第 3回目の仮算定が予定されています。8月頃ということ

で北海道から説明を受けており、3回目の数値については若干動くというようなことを説明

を受けているところです。国の予定では毎年 11 月頃に標準保険料率が示されるスケジュー

ルの状況になっています。市税率を改正するのであれば条例改正と予算等を一度に協議す

るような日程に現在はなっています。税方式の市町村についてはスケジュールがかなり過

密という状況がありますので、スケジュールについては改善を要望しているところです。 

 

橋本委員長 

 板垣委員。 

 

板垣委員 

 その道の補助ですね、道はいくらくらい財政安定化のために補助しようとしているので

しょうか。それが第 2 回の算定でどういうような形で 1 人当たりの保険料として跳ね返っ

てきたのか示していただければありがたいと思います。それから今後のスケジュールです

けれども、11 月に標準税率を決めるというのは遅すぎるから早くというようなことですけ

れども、それにしても来年の 3 月の保険税、第 1 回定例会での保険税決定というのは非常

に厳しいのではないかなと思いますが、これは 12月の第 4回定例会にはできないというか、
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市民、我々議会が十分検討できる時間的な余裕があるのかどうか、お伺いいたします。そ

して道に対して市がどういうような意向、道でも国に対してもそうなのですが市の考え方

を伝えているのでしょうか。お伺いします。 

 

橋本委員長 

 渡辺保険年金課長。 

 

渡辺保険年金課長 

 道の補助金については道特別調整交付金として 23 億円を上限に配置しているようです。

それから、特例基金、国からの財政支援ということで 12 億円、合計 35 億円程度、この財

源を道では算定に含めている状況になっています。道に対する意見については、かねてよ

り全道における市町村連携会議の際に意見を述べさせていただいているところです。前回、

前期高齢者交付金の影響で当市は保険税が高くなる傾向ということを第 1 回目の保険料算

定の時に申し上げたと思いますが、それについても再度要望しているところです。 

 

橋本委員長 

 福島保健福祉部長。 

 

福島保健福祉部長 

 保険税の関係の今後のスケジュールにつきましてお答え申し上げます。北海道に対しま

して、保険税の市町村についてはどうしても議会を経なければならないということで日程

的に厳しいということで、なるべく早く標準税率を示していただくように要請していると

ころです。例年、税の改定がある場合については第 4 回の定例会にかけて、翌年度からと

いうことで例年やっているのですが、今のスケジュールでいきますとそれがちょっと厳し

い状況になる可能性もございます。そういった場合につきましては翌年の第 1 回定例会、

または第 1回定例会ではなくて臨時会をお願いする場合も考えております。以上です。 

 

橋本委員長 

 ほかにございませんか。 

山本委員。 

 

山本委員 

 まず 15ページの収入のところなのですが、一般会計の繰入のところですけれども、まず

国の交付税措置で保険料軽減制度と保険料支援制度で新たに交付税措置されたものとして、

一般会計の繰り入れの中で措置されている金額というのがわかれば教えていただきたいと

思います。それとこの一般会計の繰入金額がそういう形で交付税措置されているにもかか
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わらず、516 万円減額になっている理由がわかれば教えていただきたい。 

次に 29 ページですけれども、特定健診のところですけれども、今、藤田委員からも質問

がありまして 36％程度ということですけれども、近隣の市町村に比べると北広島はかなり

高い方だと思うのですが、なかなかこの 30％のところが突破できない状況にあるのですけ

れども、何が課題かとおさえられていて、その本年度ですね、先ほど藤田委員からもＰＲ

ということでありましたけれども、どういう取り組みをしていったらいいのかと考えてい

らっしゃるのか。それから町内会で、例えばがんセンターとかそういうところに市が日に

ちを決めて集団で受けるのはあるのですが、それ以外に例えば自主的に町内会等でまとま

った人数を検診でやるという場合に、福祉バス等の活用などは可能なのでしょうか。それ

についてお答え願いたいと思います。 

 

橋本委員長 

 渡辺保険年金課長。 

 

渡辺保険年金課長 

 一般会計からの繰り入れについては、交付税の部分では基盤安定負担金があります。4分

の 1が市から、4分の 3が道からの負担となっており、3億 3,646 万 5,321 円という金額が

繰り入れられています。 

 

橋本委員長 

 奥山国保給付・年金担当主査。 

 

奥山国保給付・年金担当主査 

 それでは特定健診の受診率の向上についてご説明させていただきます。たしかに山本委

員がおっしゃるように、近隣の管内の市で比べますと、どの市も大体 20％台ということで、

私どもの市は 30％を超えているというところで頑張っているところではあるのですが、こ

れまでですと特定健診というもの自体を知らないという方が多かったのですが、ある程度

周知が進み、今現在受けておられない方は、こういった制度があることがわかっていても

自分は今のところ健康なので全く関係ないというような意識を持っておられる方が多いよ

うですので、そういう方々に考えを変えていただくというのは難しいところですが、デー

タヘルスを活用して数字等で示していければと考えています。 

 

橋本委員長 

 ほかにございませんか。 

山本委員。 
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山本委員 

 交付税措置のところがちょっとその答えが基盤安定ということなのですが、これは一般

会計の歳入のところでもお話させていただきましたけれども、国が新たに保険料軽減制度

として、またその保険料の支援として新たに市町村 4 分の 1 の部分について交付税措置し

たと聞いているのですけれども、その分についての交付税措置ということで、わかれば教

えていただきたいと思います。 

 

橋本委員長 

 渡辺保険年金課長。 

 

渡辺保険年金課長 

 基盤安定負担金の中には保険軽減制度の分 7割、5割、2割の軽減分と、保険者支援制度

という後からできた制度によるものがあり、国が 2分の 1、道が 4分の 1、市が 4分の 1の

負担で低所得者対策として平成 27年度から実施された制度があります。 

 

橋本委員長 

 奥山国保給付・年金担当主査。 

 

奥山国保給付・年金担当主査 

 交付税で需要額として、平成 28 年度に算定されている数字を申し上げます。1 億 8,026

万 8 千円です。 

 

橋本委員長 

 山本委員。 

 

山本委員 

 数字的なところがよくわからないのですが、この下がっている金額が、繰入金が下がっ

ている分として、法定内と法定外の部分というのはどういう関係にあるのでしょうか。 

橋本委員長 

 奥山国保給付・年金担当主査。 

 

奥山国保給付・年金担当主査 

 法定内と法定外の繰入金の金額の増減ですけれども、平成 28 年度予算と平成 29 年度予

算との比較で、法定外の繰入金が下がっており、法定内の繰入金の金額が上がっています。

これは国保会計全体の中で国や道などから交付されるお金などを最終的に差し引いていっ

た結果、実質的に不足する基準外、法定外の部分がどうなるかによって決まる金額ですが、
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それが平成 29年度は平成 28年度に比べて減少しているというところです。 

 

橋本委員長 

 ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶものあり） 

 

橋本委員長 

以上で国民健康保険事業特別会計予算の質疑を終わります。 

暫時休憩をいたします。 

 

休 憩   午後 1時 20 分 

再 開   午後 1時 23 分 

 

橋本委員長 

 休憩を解き、再開いたします。 

次に後期高齢者医療特別会計予算の質疑を行います。 

板垣委員。 

 

板垣委員 

 1 点だけお伺いいたします。これもページ数は指定できませんけれども、平成 30 年度か

ら後期高齢者医療保険料がまた改定になると思いますけれども、それと同時に制度も少し

変わりまして、少しというか非常に負担が重い方向に変わって減免制度が見直されるとい

うようなことですけれども、その動向については現状はどのようになっていますでしょう

か。 

 

橋本委員長 

 渡辺保険年金課長。 

渡辺保険年金課長 

 後期高齢者医療の保険料の軽減特例措置について見直しが実施されます。29 年度から均

等割軽減は 7 割軽減と現行 9 割、それから 8.5 割軽減については、これは当分継続される

形になっています。所得割軽減について現行の所得割 5割軽減が 29年度から 2割軽減、30

年度からは廃止という形で出されています。次に、被扶養者軽減については現行の均等割 9

割軽減が、平成 29 年度から 7 割軽減に、30 年度から 5 割軽減に、31 年度から本則に戻り

資格取得後 2 年を経過する月までの間に限り 5 割軽減としますと。所得割については現行

どおりなしということになります。このような形で軽減特例措置が見直しされています。 
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橋本委員長 

 板垣委員。 

 

板垣委員 

 今の答弁にありましたように、特に被扶養者の方々が 9割から 7割、5割、そしてさらに

軽減がもうなくなっていくというようなことですけれども、大変影響は大きいと思います

けれども、これらについて例えば市なりあるいは北海道の後期高齢者医療広域連合ですか、

独自に激変緩和措置というのは考えられていないのでしょうか。 

 

橋本委員長 

 渡辺保険年金課長。 

 

渡辺保険年金課長 

 現時点では、独自の部分については実施の予定は聞いていませんが、全国後期高齢者広

域連合協議会において、低所得者に対する保険料軽減特例措置については、生活に影響を

与える保険料とならないよう現行制度を維持すること、急激な増加とならないよう激変緩

和を講じるように、従前から要望を挙げているところです。 

 

橋本委員長 

 ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶものあり） 

 

橋本委員長 

 以上で後期高齢者医療特別会計予算の質疑を終わります。 

暫時休憩をいたします。 

 

休 憩   午後 1時 27 分 

再 開   午後 1時 29 分 

 

橋本委員長 

 休憩を解き、再開いたします。 

次に介護保険特別会計予算の質疑を行います。 

田辺委員。 
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田辺委員 

 それでは質問します。特別会計予算書の 107 ページになります。介護予防・生活支援サ

ービスについてお伺いします。この 4 月から本格的に始まるというところで色々と忙しく

されていることだと思うのですが、4月からのスタートに向けて各地域で今説明会を順次開

催していることと思いますが、市民からの反応はいかがだったでしょうか。特に過渡期で

ある今年、来年とですね、利用者にとっては戸惑うことが多いのではないかと思いますが、

その辺どうだったのかお伺いします。それから介護予防のサービスについては、基準緩和

のサービスは特に訪問事業、通所事業ともに事業者にとっては報酬単価が下がるというこ

とで、この事業者への影響はどのように考えているのかお伺いします。それから総合事業

の担い手として市独自で認定ヘルパーを養成することが言われていますが、こちらは実際、

養成後に事業所に雇用されるということ、介護の担い手が不足しているところのそこを埋

めていくこととして、認定ヘルパーが活躍できるように実際なっていくのかどうかという

ところをお伺いします。 

それから 111 ページの介護保険制度改革事業についてお伺いします。この中に含まれる

のかどうかわからないですけれども、市長の予算の中にありました認知症初期集中支援チ

ームについてはどのようなメンバーでどのような内容で進めていかれるのかお伺いします。

また医療と介護の連携事業についてもどのように進めていかれるのかお伺いします。それ

から生活支援コーディネーターというのが各包括に配置されるということですけれども、

これはどのような職種の方を想定してどのような役割を持って仕事にされていくのか、こ

れは地域包括支援センターの予算の中に含まれているのか、お伺いします。 

 

橋本委員長 

 三上高齢者支援課長。 

 

三上高齢者支援課長 

 まず、総合事業に関する住民説明会については、11 月 1 日から 9 日の間に市内 5 カ所で

説明会を開催させていただきました。その中で質問、意見等あったのですが、参加者の方

には一定程度ご理解をいただけたと認識しています。その後、12 月からパブリックコメン

トを実施し意見を募集したところですが、パブリックコメントに対する意見は 1 件も提出

がなかったところです。それと、3月 1日号の広報で、4月からこのように変わりますとい

う形の中で住民周知を図ったところです。 

 

橋本委員長 

 渡邉高齢者福祉担当主査。 
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渡邉高齢者福祉担当主査 

 事業所の影響ということでのご質問だったかと思いますが、事業所につきましてはそれ

ぞれ現行相当サービスということで今の介護予防給付と同じ単価、同じサービスで実施さ

れるものと合わせて基準を緩和したタイプのもの、2つのサービスを行います。現行相当の

ものにつきましてはそれぞれの事業所の収入も現状と同じ金額の収入ということになりま

すので影響はないかと思うのですが、基準の緩和されたものにつきましては少し市で、そ

れぞれ緩和基準に合わせた形で報酬単価を決定していますので影響が出てくると想定して

います。ただしその事業が利用者が何名なのか、どういう状況で実施されるかによってそ

の影響が変わるので、どこまで影響が出るかというところまでの判断は今のところはして

いない状況です。以上です。 

 

橋本委員長 

 三上高齢者支援課長。 

 

三上高齢者支援課長 

 認定ヘルパー制度についてご説明させていただきます。新年度なるべく早い機会に養成

研修を実施して、各事業所に雇用していただけるように働きかけも同時に行ってまいりた

いと考えています。 

 

橋本委員長 

 浜山高齢者相談担当主査。 

 

浜山高齢者相談担当主査 

 認知症初期集中支援チームについては来年度、要綱を制定する予定です。チームのメン

バーについては、チーム員に、養成研修がありますのでそこに参加していただくことと、

認知症のサポート医という方が市内にもいらっしゃいますので、その方々に参加していた

だいて構成していくのですが、詳しくはこれから医師会と協議をしまして進めていきます

ので、まだ具体的にはなっていません。在宅医療介護連携については 28年度、今年度に協

議会を設置しており、5回会議を開催しました。今年度はまず実態を把握して課題を見つけ

るということでしたので、主に協議会での意見交換と、あとは医療、介護の事業所さんに

協力いただき、アンケート調査を行ったところで、その結果を受け 29 年度を進めていく予

定ですけれども、また新年度、構成のメンバーさんも変わることもあるかと思いますので、

またスタートで計画を具体的にしながら進めていく予定です。 

 

橋本委員長 

 三上高齢者支援課長。 
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三上高齢者支援課長 

 生活支援コーディネーターの部分についてお答えします。平成 29 年 4 月から市内 4カ所

の高齢者支援センターに第 2 層生活支援コーディネーターを配置するよう受託法人との協

議を進めているところです。職種については、特に指定するものではありませんが、北海

道が実施します生活支援コーディネーターの養成研修は受講していただくようにお願いし

ているところです。役割については地域の高齢者ニーズの把握、資源の把握、それから足

りない資源の開発や創出、それから関係者間のネットワーク、情報共有、担い手の養成を

行い、ニーズとサービスのマッチングを行います。それとこれも新年度設置予定でありま

す協議体の運営も生活支援コーディネーターの役割として考えているところです。予算に

ついては、先ほど田辺委員のおっしゃった介護保険の改革事業の中に含まれているもので

す。 

 

橋本委員長 

 田辺委員。 

 

田辺委員 

 わかりました。最後のところから、生活支援コーディネーター、地域包括についてなの

ですが、介護予防のケアマネジメントというのは、介護予防ケアマネジメント事業という

のがありますけれども、これは今までと同じように予防のケアマネジメントは包括の中で

行っていくということで、これまでも包括で手いっぱいだったら再委託ということがあっ

たと思うのですが、これも今までどおりの流れでケアマネジメント事業が行われていくの

かお伺いします。医療と介護の連携事業については 28年度 5回ということなのですが、こ

れは今後も定期的に、大体年 5 回くらいのペースでずっと行われていくものなのかどうか

お伺いします。そして連携したことで期待される効果というものがどういうものなのかお

伺いします。 

それから認定ヘルパーについてですけれども、これは 29 年度どれくらいの人数を養成し

ようという目標があるのかと、これは事業所に雇用ということですけれども、この事業所

はこれまで資格を持った介護福祉士でありますとか 1級、2級のヘルパー資格を持った資格

者が仕事を、各家庭に伺って訪問、例えば訪問ですとか事業をしている中で、認定ヘルパ

ーの事業、実質 8 時間くらいの研修ですよね。このヘルパーさんと同じような感じで雇用

していけるのかなというのがすごく危惧するところなのですが、以前からお話しているよ

うに、やはり生活援助は誰でもできると世間一般では言われているのですが、やはりそう

ではなくて、介護全体の、その方全体のことを見越してサービスを提供しているところな

ので、この辺の不安はないのかどうかお伺いします。それから色々な方に伺っても総合事

業がなかなか理解できないという中で、市民説明会の中では理解していただいたという認

識とお察しますけれども、そのほかにも市内でパブリックコメントもなかったということ
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ですけれども、色々な団体からこの事業について知りたいですとか出前講座みたいな形の

そういうものがあったのかどうかお伺いします。 

 

橋本委員長 

 三上高齢者支援課長。 

 

三上高齢者支援課長 

 介護予防ケアマネジメントに関してですが、予算書の 108、109 ページの部分でございま

すが、こちらにつきましては総合事業対象者の介護予防プランの作成にかかる経費という

ことで予算計上させていただいております。高齢者支援センターにおいて対象者が増えた

ときに再委託ということで実施をさせていただいておりますが、その部分に関しては今後

も同じような取り扱いと考えてございます。以上です。 

 

橋本委員長 

 浜山高齢者相談担当主査。 

 

浜山高齢者相談担当主査 

 在宅医療介護連携推進協議会の開催回数についてですけれども、今年度は定期に 5 回開

催いたしまして、アンケートの結果もまとまっておりますので、その中から課題を絞りま

して、市内の事業所の方もしくは医療機関の方々に参加いただけるような研修内容を計画

してまいりますので、おそらく定期の 5回開催ではなく、大きな全体会と実際にその企画、

実行していく部隊、部会のような形と並行しながら進めていくような形を考えております。

協議会が立ち上がってからの効果につきましては、5 回、しかも 20 人という限られた方々

での協議会ですので、深くはないのですが、医療、介護の多職種が集まりながら市内の実

態ですとか調査の中から出てくる意見を皆さんで色々検討いたしましたので、色々な角度

で課題があり、もしくはできているところもあるという確認にはなったと思いますので、

29 年度実際に行う中でもう少し医療介護の少し垣根が低くなるようなことになっていけば

と期待はしているところです。以上です。 

 

橋本委員長 

 三上高齢者支援課長。 

 

三上高齢者支援課長 

 認定ヘルパーについてご説明させていただきます。目標としている人数は具体的なもの

を定めているところではありませんが、やはり一定程度集まって欲しいという願いは持っ

て、今後ＰＲ活動に努めたいと考えています。事業所に雇用して不安はないのかというお
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話でしたが、訪問介護事業については、4月から実施予定の総合事業の中で訪問サービスＡ

という種別の事業を実施しますが、そこで提供されるサービスについては生活支援サービ

スのみとさせていただこうと思っているところであり、またさらに各事業所に雇用された

後、その事業所においても教育をしていただきたいと考えているところです。 

 

橋本委員長 

 渡邉高齢者福祉担当主査。 

 

渡邉高齢者福祉担当主査 

 住民への周知ということで回答させていただきます。それぞれ市で準備させていただい

た住民説明会ですとかパブリックコメント、広報への掲載については終了したところです

が、高齢者支援センターと協力しながら、それぞれの助け合い会議の中での説明会ですと

か、もしくは積極的に住民の方からこういった総合事業の説明が必要ということであれば

出前講座という形でさせていただきたいと考えています。4月の時点で約 2団体から出前講

座の依頼を受けていますので、市としても積極的にそういった場所を活用して総合事業の

普及啓発を図っていきたいと考えています。 

 

橋本委員長 

 田辺委員。 

 

田辺委員 

 この総合事業、今のお話で現行通りのサービスと基準緩和のサービスを組み合わせてい

く上で今年度はそんなに大きく影響が出ないのかなと思うのですが、やはり将来的には財

源が足りないというところでの、サービスがどちらかというと削減の方向に、目的として

はその方向に向かっていくのかなということを危惧します。ここ数年の間でやはり小規模

な事業所というものが立ち行かなくなって倒産してしまったという例も全国では数多く出

てきているということですので、いくらサービスがあっても担い手がいないとやっていけ

ないわけなので、小規模な事業所に対しても、市としても市のサービスが減らないような

形で影響していっていただきたいと思いますし、やはりきめ細やかな対応というのが利用

者にはもちろんですけれども事業者に対してもそういうような姿勢で臨んでいただきたい

と思います。それから医療と介護の垣根が今は低くなってということで本当にこれがずっ

とたぶん課題だったと思うので、なかなかお医者さんの参加とかが難しいのがこれまでの

現状だったので、認知症サポート医という方も市にはたぶんそんなにはいらっしゃらない

のかもしれないですけれども、こちらの普及も、なかなかお医者さんに呼び掛けるのは敷

居が高くて大変かと思うのですが、やはり認知症の方が増えてきているというところでは

サポート医の増加も考えていっていただきたいと思いますので、お医者さんからのやはり
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サポートはとても重要な役割を果たすと思いますので、こちらもよろしくお願いしたいと

思います。本当に皆さんに聞かれても総合事業がどう変わっていくだろうと、介護保険の

改正の度にすごく複雑になって、市民への周知というのは難しいと思いますので、そこを

是非丁寧に進めていっていただきますようお願いします。終わります。 

 

橋本委員長 

 ほかにございませんか。 

小田島委員。 

 

小田島委員 

 2 点お伺いしたいと思います。1点はページ数ないのですが、実はこの介護保険の認定と

いうのが年に 1回更新認定があると思うのですが、現況この北広島に占める要介護者 1、2、

介護認定 1 から 5 の人数と、それから人口に占める割合的はどの程度になっているのかな

というのを 1つお伺いしたいと思います。 

それから 2点目でございますけれども、113 ページに権利擁護推進事業というのがござい

まして、これは成年後見制度を社会福祉協議会に委託している事業だと思います。28 年度

からの新規事業でしたから、現況ですね、実績とかこの 1年間の取り組みの中での問題点、

課題、そういったものが来年度のこの事業にどのように反映させていくのかというとこら

辺で、現況とそれから問題点があればお示しいただきたいと思います。以上です。 

 

橋本委員長 

 大坂介護認定担当主査。 

 

大坂介護認定担当主査 

 介護認定の件数ですけれども、平成 27年度は新規の申請、介護の申請、変更、更新が 3,214

件ありました。平成 28年度は 2月末の総計ですけれども全体で 3,073 件、新規 530 件、介

護申請 135 件、変更申請 157 件、更新が 2,251 件という形になっており、平成 28年度も 27

年度よりも 100 件から 200 件増えた形で終了するのではないかと考えています。それから、

人口に対する割合ですが、65 歳以上の認定者数の割合は 28 年 3 月 31 日現在で北広島市は

18.3％となっています。 

 

橋本委員長 

 渡邉高齢者福祉担当主査。 

 

渡邉高齢者福祉担当主査 

 権利擁護推進事業についての現状と課題ということの質問について回答します。平成 28
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年 7 月から社会福祉協議会に成年後見センターを委託して事業を実施しております。現状

の事業を実施してからの相談件数ということですが、今報告いただいている件数は 286 件

です。当初、市で成年後見センターを準備するにあたり、推計していた相談件数とほぼ近

い実績の数字で推移していると判断しています。現状の課題としては、各相談を支援する

事業所からのご相談が多くて、市民からの相談が少し少ない状況ということですので、こ

れからの課題としては、成年後見センターの一般市民への普及啓発とか周知というところ

が課題と捉えています。 

 

橋本委員長 

 小田島委員。 

 

小田島委員 

 今の介護認定の状況ですけれども、総数は確認できたのですが、それぞれの区分ではど

のくらいいらっしゃるかというところを私はお聞きしたかったので、もしわかればお願い

したいのと、それから成年後見制度は 286 件であったということですけれども、後見制度

まで結びついたそういった事例とか実績というのはあったのかどうなのか、再度お伺いし

たいと思います。 

 

橋本委員長 

 大坂介護認定担当主査。 

 

大坂介護認定担当主査 

 要介護認定者数ですけれども、28 年の 3 月末現在で支援 1 が 819 人、支援 2 が 349 人、

それから介護 1 が 859 人、介護 2 が 397 人、介護 3 が 297 人、介護 4 が 240 人、介護 5 が

239 人という人数になっております。または 29 年の 2 月末現在では、支援 1 が 829 人、支

援 2 が 373 人、介護 1 が 860 人、介護 2 が 415 人、介護 3 が 329 人、介護 4 が 246 人、介

護 5が 237 人という状況です。 

 

 

橋本委員長 

 渡邉高齢者福祉担当主査。 

 

渡邉高齢者福祉担当主査 

 成年後見センターの成年後見制度の利用に繋がった相談があったかという質問について

ですが、286 件のうち成年後見制度へ繋げた数字は、市では押さえていませんが、センター

からの報告では利用支援として、裁判所への相談ですとか専門職への相談に繋いで利用支
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援に繋がった方は数件いらっしゃるというお話をお伺いしています。それとは別に北広島

市の社会福祉協議会の独自事業として実施している法人後見という事業があり、これにつ

いては後見人を法人である社会福祉協議会が行って制度を利用する事業となりますが、こ

の受託件数が今年の 1月に入って 1件新規であったという報告をいただいている状況です。 

 

橋本委員長 

 小田島委員。 

 

小田島委員 

 どうもありがとうございました。成年後見制度、大変厳しいと思うんですね、中身がで

すね。それで今、委託をしていますからたぶん実績で出てくると思いますので、できるだ

け実績は詳しい中身で報告いただくことをお願い申し上げまして、私の質問は終わりたい

と思います。どうもありがとうございました。 

 

橋本委員長 

 板垣委員。 

 

板垣委員 

 105ページの介護保険事業計画策定に関連してお伺いいたしますけれども、第6期ですか、

今、事業、平成 29年 1年間ありますけれども、その新総合事業を除いて、現在の第 6期の

状況はどうだったのでしょうか、お伺いいたします。それから平成 30 年からの第 7期に向

けて国は法改正を色々検討しているようであります。今後について、要介護 1、2の保険給

付から外すだとかいうようなことも言われておりましたけれども、国の法改正の内容、動

向についてどういうような状態なのでしょうか。それから第 7 期に向けての事業計画策定

のためのアンケート調査などを新年度やられると思いますけれども、このアンケート調査

の内容について特に今までと変わったことが、特徴があれば、どういうことを主に調査し

たいのか、あればお伺いいたします。 

 

 

橋本委員長 

 三上高齢者支援課長。 

 

三上高齢者支援課長 

 第 6 期計画における総合事業以外の進捗状況ということですが、概ね計画通り推移して

いるのではないかと評価をしています。それと、第 7 期計画に向けて法改正等の動向とい

うことですが、報道以外に知り得ている情報は私どももありませんが、負担割合の変更で
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すとか福祉用具の公定価格の設定ですとかそういった部分と伺っているところです。それ

と、計画策定に向けてのアンケート調査ですが、アンケート調査は 28 年 12 月に送付して

おり、今集計の作業をしているところです。ちなみに市内の 65歳以上の方 3千人を無作為

に抽出し発送したところです。アンケート結果については、結果がまとまり次第報告をさ

せていただきたいと思っています。今までとの相違点ということのお話もありましたが、

国から示されているニーズ調査をベースに行っていますので、特に大きな変更はないとこ

ろです。 

 

橋本委員長 

 板垣委員。 

 

板垣委員 

 この第 6 期において道からの借入金もこの期間内に返済されるのでしょうか。それから

第 7 期に向けては色々危惧するところがあるのですが、その 1 つであります保険料等につ

いては今のところどういう見通しがあるのかお聞きします。 

 

橋本委員長 

 三上高齢者支援課長。 

 

三上高齢者支援課長 

 借入金については、今、第 5期計画中に借入をしたものについて返還をしていますが、6

期計画中には借入、新たなものを起こす予定はないところです。保険料についてのご質問

でしたが、29 年度中に 30 年度から 32 年度の第 7 期計画を策定する作業の中で色々と多方

面において検討しなければならないと考えているところです。 

 

橋本委員長 

 ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶものあり） 

 

橋本委員長 

以上で介護保険特別会計予算の質疑を終わります。 

暫時休憩をいたします。 

 

休 憩   午後 1時 56 分 

再 開   午後 1時 57 分 
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橋本委員長 

 休憩を解き、再開いたします。 

次に下水道事業特別会計予算の質疑を行います。 

大迫委員。 

 

大迫委員 

 ページ数はわからないのですが、昨日も土木のところで質問させてもらいましたが、マ

ンホールの断熱化について当市でやっているところがあるのか、なければこれからやる考

えがあるのか、お聞きいたします。 

 

橋本委員長 

 藤縄下水道課長。 

 

藤縄下水道課長 

 昨日、新田土木事務所長からも答弁がありましたように、現在市内にはマンホールで断

熱処理をしているところはないものと認識しています。今後については近隣市の実績、そ

れから当市における必要性について道路管理担当部署と協議しながら進めたいと思ってい

ます。 

 

橋本委員長 

 大迫委員。 

 

大迫委員 

 現状でも市内在住の方がマンホールのくぼみに落ちて、車両が 10 数万円掛かったとか、

自分のところにもありましたので、すぐに全部やるわけにはいかないですけれども取り入

れて実証実験みたいものをしてみたらいかがと思います。札幌でも今日のニュースでもや

っていましたけれども、毎年 1 万カ所年間やると言っていました。ですので、やはり効果

はあると思いますので、何カ所か取り入れてやってみたらいかがと思いますが、お聞きい

たします。北広島はマンホールが何カ所ぐらいあるのでしょうか、わかれば。 

橋本委員長 

 藤縄下水道課長。 

 

藤縄下水道課長 

 市内のマンホールの数についてですが、汚水のマンホールが約 8 千カ所、雨水のマンホ

ールが約 7 千カ所、合計約 1 万 5 千カ所と捉えています。それから、実証実験についてで

すが、札幌市でここ数年積極的に研究をしていることは認識しています。マンホールの断
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熱化については、施工により断熱効果があることは間違いないかと思いますが、一方でそ

のマンホールの断熱材が経年劣化によって脱落し、下水を閉塞するという恐れもあります

ので、その辺も含めて調査研究をしたいと考えています。 

 

橋本委員長 

 ほかにございませんか。 

山本委員。 

 

山本委員 

 まず 45 ページですけれども、全体にかかわることなのですが、まずこれまでの財政計画、

28 年度までの下水道事業における財政計画との関係は乖離がかなりあるのか、順調に進ん

でいるのかお聞かせ願いたいと思います。 

それと公営企業会計に向けた取り組みがされると思うのですが、それに向けてのスケジ

ュールとその公営企業会計化に伴ってこれまでの財政計画の取り組みの中でどのような課

題が出てきているのかという辺りを教えていただきたいというのが 1点です。 

それから数字を教えていただきたいのですが、経費回収率が 27年度はどうなっているの

か、全国平均との関係で多いのか少ないのか教えていただきたい。 

それからもう 1 つは下水道料金ですけれども、一般的な 1 人当たりの標準水量をもしそ

ちらで推計しているのであれば教えていただきたいのと、基本料金の 10 リューベ以下の使

っている下水道の実績というのは大体市民の世帯のうちどれくらいを占めているのか、統

計数字でわかれば教えていただきたいと思います。 

それからもう 1つは、この具体的な数字ですけれども、この 44ページのところに国庫支

出金が歳入でありますけれども、この国庫支出金が前年度から 8,943 万円下がっている要

因を教えていただきたいと。 

それからもう 1つは下水道使用料ですね、その上のところの使用料の項目ですけれども、

逆に使用料につきましては 6,246 万 5 千円を今年度多く見込んでいるのですが、多く見込

んだ理由を教えていただきたい。 

それから 46、47 ページですけれども、下水道事業債。これについては本年度ですね、下

水道事業債 1 億 3,860 万円減少していますけれども、この原因を教えていただければと思

います。以上です。 

 

橋本委員長 

 藤縄下水道課長。 

 

藤縄下水道課長 

 まず平成 28 年度までの財政計画がどうだったかというご質問についてですが、平成 27
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年度までは、計画と実績については大きな乖離はなかったと認識しています。それから公

営企業会計へ向けての進捗状況と課題についてですが、現在委託により固定資産の評価を

進めている段階でして、まだ固定資産評価が完了していません。この固定資産評価が済み

ましたら、経営戦略という公営企業会計移行後 10年間の経営計画を策定する予定となって

います。問題については、ただ今固定資産の評価が済んでいませんので将来の経営見通し

が立っていない状況であり、明確な問題点というのは明らかとなっていない状況です。 

続きまして経費回収率についてですが、平成 27 年度は 93.33％となっています。これは

平成 26 年度末の 88.95％よりも約 5％上昇しており、経営としては順調に推移しているも

のと認識しています。 

次に、国庫支出金と下水道事業債の減額の理由については、平成 28年度の事業費に比較

して平成 29 年度の事業費が 1億 7千万円程度減少した予算案となっていますので、それに

連動して国庫支出金と下水道事業債が減額となっています。 

次に下水道使用料収入の増額理由については、輪厚工業団地、大曲地区への企業の進出

などがありまして、収入が増加するものと見込んだためです。 

 

橋本委員長 

木村事務担当主査。 

 

木村事務担当主査 

 基本料金 10立法メートル以下の使用者の実績、それから経費回収率の全国平均について

お答えします。基本水量10立法メートル以下の平成27年度利用実績ですが水量では9.7％、

調定額では 11.5％となっています。 

次に、経費回収率の全国平均ですが、大都市も含めて、平成 27 年度実績で 93.9％となっ

ています。 

 

橋本委員長 

 山本委員。 

 

山本委員 

 一般的な 1 人当たりの標準水量というのはわからないですか、わかればあとで教えてい

ただきたいのですが、何が言いたいかということですけれども、北広島市の下水道料金を

見てみますとこれは 10リューベまで基本料金として一律 1,080 円徴収しているわけですけ

れども、北広島市では高齢化も進んでいるということもあって、1人暮らしないしは 2人暮

らしということで非常に少人数世帯が増えて、推計とすれば 1 世帯当たりの使用水量とい

うのはかなり減ってきているのではないかと思うんですね。その中で 10 リューベまで基本

料金を一律に 1,080 円と設定している料金設定というのは、近隣市町村に比べてもかなり
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少人数世帯の使用量が少ない世帯に対して厳しい料金体系になっていると思うのです。ち

なみに下水道料金で、恵庭市で 8 リューベの料金を見てみますと、北広島では 1,080 円、

恵庭市では 885 円、千歳市では 780 円ということでかなり金額が変わってきます。これ上

水道、これは上水道はこの後、水道事業でも問題にしますけれども、水道料金は 1 千円く

らい違ってくると。合わせると 1 千円近くで、合計するとやはり上下水道で 1 千円くらい

差が出てくるような状況があるので、料金体系の、特に少量使用者の下水道料金の見直し

が必要なのではないかと思いますけれども、このことについての見解をお伺いします。 

 

橋本委員長 

 藤縄下水道課長。 

 

藤縄下水道課長 

 家庭用の下水道使用料については、1世帯当たりの人口減少により、おそらく減少傾向に

あるものと認識しています。10 立法メートルを基本料金となる水量として設定することに

関しては、平成 31年度からの公営企業会計移行に向け、経営全体を見通した中で総合的に

検討させていただきたいと考えています。 

 

橋本委員長 

 山本委員。 

 

山本委員 

 1 つは下水道使用料金が全体として人口減少の中でも伸びているということと、先ほど経

費回収率を見てみますと、全国の大都市のも含めて経費回収率については非常に悪くはな

いということですよね。そういう意味では政策的な公営企業会計に移るので、かなりそう

いう企業会計としての収支というのが求められるとは思いますけれども、政策的な様々な

判断で一般会計からの繰り入れというのはまだまだ少ない方なのかなと思いますので、公

営企業会計に向けた取り組みの中で是非この料金体系についてはきちんと検討していただ

きたいなということを要望いたしまして、終わりにしたいと思います。 

 

橋本委員長 

ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶものあり） 

 

橋本委員長 

以上で下水道事業特別会計の会計予算の質疑を終わります。 

暫時休憩をいたします。 
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休 憩   午後 2時 14 分 

再 開   午後 2時 15 分 

 

橋本委員長 

 休憩を解き、再開をいたします。 

次に水道事業会計予算の質疑を行います。 

藤田委員。 

 

藤田委員 

 簡潔に 2点ほどお聞きします。まず 4ページ、資本的収入、支出の部で排水施設整備費。

これは市長の予算の概要にも出てまいりましたが、西の里の虹ヶ丘 8 丁目から厚別区もみ

じ台 1 丁目までの区間に緊急時連絡管の整備を札幌市と共に進めるということであります

が、この緊急時の場合、札幌市から本市として水量どの程度貰えるものなのかその辺どう

なっているのかお聞きします。それから万が一ということですが、大きな地震等の災害が

あった場合にこの連絡管がもし破損した場合、修繕とかそういったものは北広島市が行う

のか札幌市が行うのか、その取り決めはどうなっているのかお聞きします。 

それから 23 ページ、業務費の委託料。検針・収納の事業、これがいつからスタートする

のか。今までこれに携わってきた方がいたわけでありますけれども、この移行によってこ

の仕事をしてきた方がどの程度影響を受けるものなのか、併せて業務委託することによる

経費削減の効果はどの程度で、今年度からそういったものが出てくるのかどうか、見通し

も含めてご説明お願いします。 

橋本委員長 

 橋本水道施設課長。 

 

橋本水道施設課長 

 札幌市との緊急時連絡管の整備後の両市の融通し合える水量についてのご質問ですが、

融通し合う水量は、西の里地区の配水量が年間を通じて最大の場合において札幌市に送水

できることと、札幌市への送水により西の里地区の配水管内の最低動水圧を下回らないよ

うに水理計算を行った結果、融通し合う水量は双方向とも 1時間当たり 20立法メートルと

しました。次に連絡管が破損した場合の復旧費はどちらが持つのかというご質問ですが、

緊急時連絡管に使用する管は耐震管を使用しますので、震災などで抜け落ちたり外れたり

することはないと思われます。万が一、抜け落ちたり外れて破損した場合は行政界で管理

区分を分けていますので、管理を行っている事業体が復旧費用を持ち出すことになると思

われます。 
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橋本委員長 

 遠藤業務課長。 

 

遠藤業務課長 

 予算書 23 ページの検針・収納等業務委託についてですが、2 月中旬にプロポーザルにて

業者選定をしたところです。今後は、4月上旬に契約をして、新庁舎移転の 5月中旬くらい

から業者へ順次引き継ぎを行い、平成 29 年 8 月に委託化する予定でおります。次に、委託

に伴う職員数についてですが、現在、料金分野にかかわる職員は、職員が 4 名、非常勤職

員が 2名の計 6名おります。この委託化に伴い、平成 29 年 8 月から 2名、来年度の平成 30

年 4 月には 1 名とする予定でおります。次に、委託によるコスト削減の効果についてであ

りますが、平成 30年度以降は 350 万円程度のコスト削減が図られる試算となっていますが、

平成 29 年度については暫定的に職員を 2名残すことや、料金システムのデータ移行料など

の費用も掛かりますので、平成 29 年に限って言うと委託前よりも 600 万円ほどの費用増と

なる試算です。 

 

橋本委員長 

 山本委員。 

 

山本委員 

 まずは全体ですけれども、水道事業の財政計画については平成 27 年から平成 29 年とな

っておりますので、来年度 1年あるわけですけれども、この 28年度までの実績を踏まえて

財政計画の見通しについてはどう考えているのか、それに向けての課題等についてはどう

考えられているのかというのが全体の中での 1 つです。それと併せて長期的な計画も立て

ていく必要があると思うのですが、そこら辺の計画についての考え方についてお聞かせ願

いたいと思います。 

その次は今、藤田委員からお話がありましたけれども、23 ページの委託料の関係です。

今、人数ですとか経費節減効果等はお聞きしたのですけれども、そうしますと新しく業務

委託された事業者というのはどういう形で職員を雇用しようとしているのか。これでいき

ますと職員 4 名が 2 名になって、非常勤職員は 0 で、暫定的に今年度は 2 名ということで

すけれども、これは検針員ということではなく配置するということなのか、そこら辺の関

係がよくわからないです。実際にその検針員とか従来業務に携わっていた人というのは、

この委託業務には関係なしに雇われていくという関係なのかどうかというのがわからない

ので教えていただきたいと思います。その場合のもし今までの検針等を行っていた個人の

人たちが業務として外れるということであれば、その人達の処遇というのですかね、それ

から委託における賃金単価というのは、今の市の水道事業で行っている賃金等の関係でい

えばどのようになっていくのか教えていただけばと思います。 
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橋本委員長 

 遠藤業務課長。 

 

遠藤業務課長 

 まず始めに、財政計画の見通しについてですが、収益的収支については、財政計画では

1,400 万円ほどの赤字でしたが、6,700 万円の黒字決算となりました。資本的収支について

も西の里の配水地の耐震化を後年度に先送りしましたので 2 億円ほど支出額が減っていま

す。平成 28 年度については、まだ決算を迎えていませんので、決算見込みということでお

話をします。まず大きなところでは水道料金ですけれども、水道料金に関しては本年度は

かなり好調で、財政計画の推計値を 1千万円ほど上回る結果となりました。それ以外では、

退職戻入金が 1,500 万円ほどありました。一方、支出については、財政計画の職員数より 2

名減員していますので、人件費削減の効果が出ていることと、その他修繕等の不用額が生

じましたことから、最終的に収益的収支は財政計画では 3千万円ほどの赤字だったものが、

6,600 万円ほどの黒字となる見込みです。次に、平成 29 年度の予算についてですが、水道

料金収入に関しては今年度は好調でしたが、財政計画の水道料金収入推計値をそのまま予

算措置しています。支出については、先ほど述べたように職員が 2 名減となっていますの

で、この分の人件費削減効果が出ていますが、委託料は包括委託をしますので 2,200 万円

ほど増える予定です。トータルで言いますと、平成 29年度の収益的収支については財政計

画では 1,800 万円ほどの赤字だったものが、今年度の予算の措置では 1,700 万円の赤字と

いうことで、ほぼ財政計画どおりの数値となっています。一方、資本的収支の方ですけれ

ども、これについては老朽管の更新工事を前倒ししていますので支出が 5 千万円ほど増え

ている状況となっていますが、平成 27年からの流れでいくと、決算的にはかなり好調な状

況となっています。次に、長期的な計画ということですけれども、従来は、3年ごとに 3ヶ

年の財政計画を作っていますが、来年度においては 10カ年の経営計画である、経営戦略を

作る予定でおります。 

次に、委託にかかる雇用、待遇などについてですが、料金担当の職員は正職員が 4 名、

非常勤職員が 2 名、それと、先ほど説明が漏れましたけれども、職員ではないのですが検

針員として 13名に委託しています。これらを包括的に委託することによって職員数が減る

のですが、非常勤職員 2 名については委託業者が引き続き雇用したいという意向を示して

います。また、検針員についても同様で、色々とノウハウを持っていますので引き続き雇

用したい旨であることを聞いています。待遇については、現段階では何とも言えませんが、

従来は縦割りの委託だったものが包括的な委託になることで、委託業者の一人ひとりの社

員についても仕事の幅が増えることから、給料等の待遇については今よりも良くなるので

はないかと推測しております。 
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橋本委員長 

 山本委員。 

 

山本委員 

 1 つは中長期的な経営戦略の方に移っていくということなのですが、その具体的な策定ス

ケジュールを教えていただきたいというのと、具体的にその中での市民とか議会での説明

というのはいつ頃になるのかということを教えていただきたいというのが 1つです。 

それからその中で是非検討していただきたいなと思うのが、先ほど下水等料金のところ

でもお話しましたけれども、この水道料金については下水道料金とは少し違いまして、使

っても使わなくても基本料金 777 円に具体的な使用料が 115 円ですか、1立米当たりついて

いくという形になるので、基本料金に 1 立米ごとに使っていく料金がどんどん加わってい

くということで、これも先ほど下水道料金のときに言いましたけれども、全体的に 1 世帯

当たりの使用料が少ない世帯に対しては非常に厳しい水道料金の体系になっておりまして、

ちなみに恵庭市で 8 立米の水道料金を比べますと 1,190 円、北広島では 2,099 円というこ

とで 900 円くらいの差が出ておりまして、先ほど下水道料金でも言いましたけれども、上

下水道合わせますと 1,000 円以上の割高になっている状況があります。これについての見

直しが必要と思いますけれども、これについての見解をお伺いしたいと思います。 

それから委託の問題ですけれども、これは細かい数字のところは後ほど個別にお話させ

ていただきたいと思いますけれども、委託化によって、包括的にやっているので結果的に

は待遇が良くなるというご見解ですけれども、業務が増えて料金がどの程度増えるのかと

いう辺りで見ていかないとトータルでどうなのかなというのはあると思います。それとも

う 1つは委託内容で、先ほどのを見てみますと最終的には平成 30 年に料金徴収に関しては

1名の体制だということですけれども、委託業者が具体的に個別の 

 

橋本委員長 

山本委員、途中で申し訳ない。 

簡潔に要領を得て質問してください。 

 

山本委員 

はい。 

苦情とかそこら辺についてはどういう体制になるのでしょうか。 

 

橋本委員長 

 遠藤業務課長。 
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遠藤業務課長 

 経営戦略のスケジュールについてですが、先ほど来年度に策定するという話をしました

が、水道料金収入の推計を水道施設の更新計画については、本年度から取り組んでおりま

す。これに基づき来年度色々調整をして経営戦略を策定するという予定になっていますが、

秋ぐらいには素案ができて皆様に公表できるのかと思っています。 

次に、基本料金についてですが、料金改定のときにはもちろんそういった料金体系も検

討しなければならないと考えています。山本委員が言われましたように、10ｔ以下の水量

しか使っていない利用者が経済的な困窮者かというと必ずしもそうではないと捉えていま

すので、水量が少ないからといってその層の利用者に手当てをするというのはどうなのか

ということで検討はしております。水道事業は先行投資型の最たる典型であって、水道を

利用できる状態にするまでに莫大な費用がかかっておりますので、本来は使っても使わな

くても料金を回収しなくてはいけない部分もあります。けれども、他の事業体もそうです

けれども、なかなか基本料金で沢山取るというのが不可能なので使用料金で回収する傾向

となっています。今後、給水人口が減る中で使用料金収入が減っていくことは明らかです

ので、果たして基本料金を下げることが良い選択肢かというと疑問ではあります。いずれ

にしても来年度、そこら辺も含めて検討する予定ではおります。 

 

橋本委員長 

 山本委員、よろしいですか。 

 

山本委員 

 苦情について。 

 

橋本委員長 

 遠藤業務課長。 

 

遠藤業務課長 

 業者に委託しますので、例えば給水停止のように利用者に負担を強いるような意思決定

は市でしますけれども、それ以外は業者にやっていただくことになります。利用者からの

苦情についても基本的に業者が対応すべきものと考えております。 

 

橋本委員長 

 ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶものあり） 

 

橋本委員長 
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以上で水道事業会計予算の質疑を終わります。 

以上で予定いたしました議案の質疑はすべて終了いたしました。 

なお、総括質疑を行う場合は、3 月 10 日午後 3 時までに文書で通告書を提出してくださ

い。 

また、3月 16 日午前 10 時からの予算審査特別委員会では、総括質疑ののち、会計ごとに

討論、採決を行います。 

本日はこれにて散会といたします。まことにご苦労様でございました。 

 

 

 

 

午後 2時 35 分 

 

 

 

 

委 員 長  橋 本  博 
 

 

 


